
▲�保育園最後の運動会、みんなで頑張った組体操

うんどうかい「愛情いっぱい　笑顔いっぱい」

広  報

平成28年（2016）11月号

2 0 1 6

No. 514

新庁舎建設計画の見直しにおける
代替案（絞り込み）の検討結果………………… ２
平成27年度決算… ……………………………… ６
人事行政の運営などの状況…………………… ８
防災行政無線情報伝達訓練…………………… 10
村からのお知らせ……………………………… 11
みんなのひろば………………………………… 26

主
　
な
　
内
　
容11



注１）�庁舎建設検討委員会（住民などで構成）は、執行機関（村長）の附属機関であり、執行機関の要請により行政
執行の前提として必要な審査、審議又は調査などを行います。最終的な意思決定を行う権限はなく、執行機関
に答申を行うのであって、その採否は執行機関の裁量になります。

注２）�庁舎建設特別委員会（村議会で構成）は、議会の特定の案件を審議あるいは調査するために議会の議決に基づ
いて設置される委員会です。庁舎の位置は、地方自治法において条例による定めが必要で、その条例制定（改
廃を含む）は議会の議決事項になります。特に庁舎の位置は、過半数ではなく３分の２以上の特別多数議決と
なることから議会での議決は重要なものになります。

　現在、村では新庁舎建設計画の見直し作業を進めており、５月27日～29日に住民説明会、さ
らに住民説明会にご参加できなかった住民の皆さんからも広くご意見をいただきたいとの思い
から、７月１日～20日に意見募集を実施しました。
　こうした結果をもとに新庁舎の代替案について、村が提案した２案、住民説明会で提案され
た３案、意見募集で提案された３案、計８案をもとに庁内において検討・協議し、庁舎建設検
討委員会（住民で構成）へ提案しました。
　９月22日開催の第10回庁舎建設検討委員会では今回から公募による委員４人も参加いただき、
現地視察なども行いながら検討・協議し、絞り込みに対するご意見をいただきました。その後、
10月６日開催の第５回庁舎建設特別委員会（村議会）へ提案し、村議会として庁舎建設検討委
員会での検討結果を踏まえ、代替案の絞り込みを検討・協議いただきました。
　最終的に村としては、庁舎建設特別委員会の検討結果を尊重し、３つの代替案に絞り込み、
今後、代替案に対する課題・条件整理や建物の配置計画、概算事業費など、できるだけ住民の
皆さんにわかりやすく工夫し、絵姿（イメージ図）をお示しする予定ですので、住民の皆さん
のご理解・ご協力をよろしくお願いします。

庁舎建設の検討に係る推進体制

特集⑤村民の生命と暮らしを守る　新庁舎をめざして

新庁舎建設計画の見直しにおける
代替案（絞り込み）の検討結果

庁舎建設検討委員会
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新庁舎建設に関する事項
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事務局（人事財政課地域戦略室）
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注１）�基本的な考え方①「15億円（目安）を上限にできる限りコストを抑えたものにすること」は、すべての代替案
に適用のため評価対象外とします。

注２）�代替案④は、小学校統廃合の方向性や住民合意がない中で、統廃合と併せて新庁舎を建設することは難しいた
め評価対象外とします。

【基本的な考え方】
①住民のご意見を踏まえ、できる限りコストを抑えたものにすること（基金（貯金）の範囲内：目安15億円）。
②新庁舎の建設地は、財政負担の軽減を図るため村有地とすること（新たな土地は購入しない）。
③村全域からのアクセス性、広域圏からのアクセス性に優れた利便性の高い立地であること。
④�周辺の道路状況、関連公共施設の配置、並びに周辺地域の活性化や都市環境を考慮したまちづくりの拠
点としてふさわしい位置であること。
⑤防災・災害対策拠点にふさわしいこと。
⑥来たるべき災害に備え、できるだけ工事期間が短縮できること。

〈参考〉地方自治法第４条第２項（地方公共団体の事務所の位置）
事務所の位置を定め又はこれを変更するに当たっては、住民の利用に最も便利であるように、交
通の事情、他の官公署との関係等について適当な考慮を払わなければならない。

１．行政の検討結果

新庁舎建設計画の見直しにおける代替案（絞り込み）の検討

（１）代替案の絞り込みの基本的な考え方

（２）代替案の比較検討評価（参考）

（３）代替案絞り込み
　代替案絞り込みの基本的な考え方や代替案の比較検討を踏まえ検討した結果、最適と思われる代替案は下記
のとおりです。
　代替案①「くすのきホールを改修し、新庁舎に転用」
　代替案②「現庁舎の位置で建替え」
　代替案③「保健センターを改修し、新庁舎に転用

項目
村が示した代替案 住民説明会で提案された代替案 意見募集により提案された代替案

代替案① 代替案② 代替案③ 代替案④ 代替案⑤ 代替案⑥ 代替案⑦ 代替案⑧

基
本
的
な
考
え
方

くすのきホー
ルを改修し、
新庁舎に転
用

現庁舎の位
置で建替え

保健センタ
ーを改修し、
新庁舎に転
用

小学校を一
校に統合し、
その跡地に
新庁舎を建
設

千早赤阪分
署付近に新
庁舎を建設

村民運動場
に新庁舎を
建設

富田林高校
分校跡地に
新庁舎を建
設

くすのきホー
ル駐車場に
新庁舎を建
設

① ― ― ― － ― ― ― ―

② ○ ○ ○ － × ○ ○ △

③ △ ○ ○ － × × × △

④ ○ ○ ○ － × × × ○

⑤ ○ △ △ － ○ ○ × ○

⑥ × △ △ － × △ × ×
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２．庁舎建設検討委員会（住民などで構成）の検討結果

　10月６日、第５回庁舎建設特別委員会を開催し、庁舎建設検討委員会などの代替案絞り込みを報告しました。

３．庁舎建設特別委員会（村議会）の検討結果

【庁舎建設特別委員会での主な意見】
•�住民説明会やこれまでの庁舎の特別委員会で、行政は「新たな用地取得は行わない」ということを述べ
られてきたが、検討委員会の案では、「くすのきホールの駐車場に庁舎を建設する」という案が提案され
ている。この案になれば、ホールや庁舎の代替の駐車場を確保するため、新たに用地を取得する必要が
あり新たな財政負担も生じる。行政が示した代替案で良い。
•�現在の庁舎もガタガタで電算室が雨漏りするとか大変な状況である。村民が知らない、見えない部分が
多々ある。また役場の裏の法面などの対策にもう少し経費をかけなければならないこともあるかもしれ
ないが、やはり地の利や利便性を考えると、バス停があり近くに保健センターがある現庁舎の場所での
建替えを要望する。
•�役場は現庁舎の場所での建替えで、しかもコンパクトで、建設の位置は工夫すれば良い。住民の意見に
あったように利便性などを考慮するならば、この場所で建設するのが良い。
•�場所は、この場所やあの場所が良いとかではなしに近い将来ここに建設して良かったと思える、経済効
果が期待できる場所が良い。
•�くすのきホールの改修と現庁舎の位置での建替えを支持する。ただし、今後、庁舎検討委員会には建築
に精通した委員を早い段階で加える。専門家の意見を取り組むようきちっと前さばきをしてほしい。

　庁舎建設特別委員会では庁舎建検討委員会での検討結果を踏まえ、下記のとおり絞り込まれました。
　代替案①「くすのきホールを改修し、新庁舎に転用」
　代替案②「現庁舎の位置で建替え」
　代替案③「保健センターを改修し、新庁舎に転用

•９月22日、第10回庁舎建設検討委員会を開催し、村から代替案の絞り込み案を提案
•すべての代替案（８案）を現地視察し検討

代替案 主な意見等 絞り込み結果

代替案①
くすのきホールを改修

•アクセスに問題があり、現道拡幅などアクセスへの対応は必須条件。道路
整備となれば時間がかかるため、公共交通などの代替措置の検討が必要。

•災害拠点としてふさわしい。アクセスなど利便性よりも災害対応がしやす
い場所が良い。例えばヘリポートの整備など。

○

代替案②
現庁舎の位置で建替え

•アクセスは問題ない。アクセスなど利便性を考えればバス停が目の前にあ
る現庁舎の位置が良い。

•擁壁などの災害対策がなされているが、危険区域の度合いがわからない。
危険区域内のため建て方の工夫が必要。

○

代替案③
保健センターを改修

•執務室が確保できない。別棟を建設するなど不足部分を補わなければなら
ない。十分な駐車場が確保できない。 ×

代替案④
小学校統合による跡地に建設 •小学校の統廃合の方向性がない中で検討困難。調整などに時間がかかる。 ―

代替案⑤
消防分署付近に建設

•具体的な場所がわからない。新たな土地を確保しなければならない。調整
などに時間がかかる。 ×

代替案⑥
村民運動場に建設

•村民運動場に建設となれば運動場の代替え整備が必要となり新たな土地を
確保しなければならない。 ×

代替案⑦
富田林分校跡地に建設 •現村道が狭小でアクセスに問題がある。現道拡幅なども困難と思われる。 ×

代替案⑧
くすのきホール駐車場に
建設

•アクセスに問題があり、現道拡幅などアクセスへの対応は必須条件。ただ
し、道路整備となれば時間がかかるため、公共交通などの代替措置を検討。

•駐車場に建設となれば駐車場がなくなるため新たな土地の確保が必要。
○
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４．最終的な代替案絞り込みの結果

【参考】当面のスケジュール（案）

平成28年
　９月中旬～下旬　　　庁舎建設検討委員会及び庁舎建設特別委員会
　　　　　　　　　　　　•代替案絞り込み検討など
　10月～11月中旬　　　代替案（絞り込み後）検討調査業務
　11月下旬　　　　　　庁舎建設検討委員会及び庁舎建設特別委員会
　　　　　　　　　　　　•代替案（絞り込み）の決定など
　12月中旬　　　　　　代替案（絞り込み）について住民説明会
　12月下旬　　　　　　住民アンケート実施

平成29年
　１月　　　　　　　　住民アンケート集計
　２月初旬　　　　　　庁舎建設検討委員会及び庁舎建設特別委員会
　　　　　　　　　　　　•住民アンケート結果報告
　　　　　　　　　　　　•新庁舎候補地の決定

なお、スケジュールは予定であり、事情などにより変更となる場合があります。

〈問い合わせ〉人事財政課地域戦略室

　村として、新庁舎の代替案の最終的な絞り込みは、庁舎建設検討委員会（住民などで構成）のご意見を参考
に議論された庁舎建設特別委員会（村議会）の検討結果を最大限尊重し、代替案を絞り込みました。

【庁舎建設特別委員会での代替案の絞り込み理由】
　庁舎建設特別委員会での意見や行政が示した代替案の絞り込みの基本的な考え方からすれば、庁舎建設
検討委員会で絞り込まれた代替案⑧は、新たな駐車場の確保が必要となり、そのため土地を確保しなけれ
ばならない。住民の皆さんのご意見にもあるようにできる限り経費を削減するという考え方にそぐわない
と思われる。また、経費削減や既存施設を有効的に活用するということで、行政が絞り込んだ代替案と同
じく、代替案①、代替案②、代替案③とする。

【最終的な代替案の絞り込み結果】

代替案①「くすのきホールを改修し、新庁舎に転用」
代替案②「現庁舎の位置で建替え」
代替案③「保健センターを改修し、新庁舎に転用

　今後、各代替案の条件整理など詳細な基礎調査を実施するとともに、新庁舎建設の配置計画や概算事業費な
ど一定の絵姿を住民の皆さんに提示し、住民アンケートを経て新庁舎候補地を決定する予定ですので、ご理解、
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

⬇
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一
般
会
計
の
決
算
状
況

　

平
成
27
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
規
模
は
、

歳
入
32
億
４
６
８
２
万
円
、
歳
出
31
億
１
１

３
４
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、
歳
入

で
１
億
３
５
６
９
万
円
（
４
・
４
％
）、
歳

出
で
１
億
４
１
８
６
万
円
（
４
・
８
％
）
そ

れ
ぞ
れ
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
果
、
差
引
額
は
１
億
３
５
４
８
万
円
の

黒
字
と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
も
９
６
６
４
万

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
３
年
に
一
度
の
評
価
替
え
の

見
直
し
に
よ
り
固
定
資
産
税
が
減
収
と
な
っ

た
こ
と
や
国
・
府
支
出
金
が
減
収
と
な
っ
た

が
、
普
通
交
付
税
が
増
え
た
こ
と
や
、
地
方

債
で
新
た
に
過
疎
対
策
事
業
債
を
発
行
し
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
歳
入
全
体
で
増
収
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
で
も
、
村
税
な
ど
の
自
主
財
源

は
全
対
の
23
・
９
％
し
か
な
く
、
地
方
交
付

税
や
国
・
府
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
に
頼

ら
ざ
る
を
得
な
い
状
態
が
続
い
て
お
り
、
決

し
て
安
定
し
た
財
政
状
況
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

歳
出
で
は
、
退
職
者
が
増
え
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
人
件
費
が
増
加
し
た
こ
と
や
、
物
件

費
、
普
通
建
設
費
用
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
歳
出
全
体
で
も
、増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

目
的
別
で
見
て
み
る
と
、
総
務
費
で
地
区

防
犯
灯
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
）
整
備
補
助
金
な
ど
の

経
費
で
３
３
７
２
万
円
（
５
・
２
％
）
の
増

や
、
商
工
費
で
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
な
ど
の

事
業
経
費
で
４
７
４
８
万
円
（
１
５
７
・

１
％
）
の
増
、
土
木
費
で
村
道
整
備
計
画
、

村
道
維
持
工
事
な
ど
の
経
費
で
２
７
４
１
万

円
（
13
・
５
％
）
の
増
、
教
育
費
で
給
食
セ

ン
タ
ー
改
修
工
事
、
小
学
校
及
び
幼
稚
園
空

調
設
置
工
事
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
購
入
経
費
な

ど
の
経
費
で
５
３
４
２
万
円
（
13
・
５
％
）

の
増
と
な
り
歳
出
全
体
で
も
１
億
４
１
８
６

万
円
（
４
・
８
％
）
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

【
上
記
円
グ
ラ
フ
参
照
】

平
成
27
年
度
の
主
な
事
業

●
子
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　

�

中
学
校
卒
業
ま
で
入
院
・
通
院
費
用
の
一

部
助
成　
　
　
　
　
　
　

１
０
８
３
万
円

●
浄
化
槽
設
置
及
び
維
持
管
理
補
助
事
業

　

�

浄
化
槽
の
設
置
及
び
維
持
管
理
を
促
進
す

る
た
め
の
補
助　
　
　
　
　

８
８
４
万
円

●
地
区
防
犯
灯
整
備
事
業

　

地
区
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
対
す
る
補
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
７
５
７
万
円

●
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
５
９
万
円

●
地
域
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
構
築
事
業

　

�

買
い
物
弱
者（
高
齢
者
等
）へ
の
支
援
と
地

域
公
共
交
通
の
現
状
把
握　

４
５
７
万
円

●
道
路
維
持
改
修
等
事
業　

６
１
８
２
万
円

財
産
の
状
況

　

基
金
（
貯
金
）
は
、取
り
崩
し
を
し
な
か
っ

た
こ
と
と
剰
余
金
を
積
み
立
て
た
こ
と
に
よ

り
、
前
年
度
に
比
べ
て
２
億
６
２
３
４
万
円

増
の
17
億
８
８
１
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
債
（
借
入
金
）
は
、
新
規
に
４
億
２
７

９
１
万
円
を
借
り
入
れ
た
の
に
対
し
、
元
金

を
２
億
７
９
４
２
万
円
償
還
し
た
の
で
、
前

年
度
に
比
べ
て
１
億
４
８
４
９
万
円
増
の
32

億
４
１
２
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

財
政
指
標

（単位：万円）一般会計決算状況

※�比率が算定されないところは、「－（該当なし）」
で表示しています。

区　分
会計別 歳　入 歳　出 差引額 実質収支額

一　般　会　計 32億4,682万円 31億1,134万円 1億3,548万円 9,664万円

特別会計

国民健康
保　　険

事業勘定 11億505万円 10億9,423万円 1,082万円 1,082万円
施設勘定 1,171万円 1,171万円 0万円 0万円

介 護 保 険 6億7,932万円 6億7,447万円 485万円 485万円
後 期 高 齢 者 医 療 9,304万円 9,259万円 45万円 45万円
下 水 道 事 業 2億3,053万円 2億3,053万円 0万円 0万円
金 剛 山 観 光 事 業 9,786万円 7,890万円 1,896万円 1,896万円

合　　　　　計 54億6,433万円 52億9,377万円 1億7,056万円 1億3,172万円

■健全化判断比率
千早赤阪村

国の基準
早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 － 15％ 20％
連結実質赤字比率 － 20％ 30％
実質公債費比率 11.0％ 25％ 35％
将 来 負 担 比 率 4.4％ 350％

■資金不足比率
千早赤阪村

国の基準
経営健全化基準

水 道 事 業 会 計 －
20％下水道事業特別会計 －

金剛山観光事業特別会計 －

歳入

歳出

32億4,682万円

31億1,134万円

自
　主
 財
　 源
　　23.9％

　　　依
　　存
　 財
 源
76.1％　　　　

村税
53,063
16.3％

地方交付税
139,391
42.9％

総務費
68,740
22.1％

民生費
73,138
23.5％

公債費
39,965
12.8％

教育費
45,068
14.5％

国・府支出金　
38,806
12.0％

その他　
24,695
7.6％

各種交付金
17,794
5.5％

村債
50,933
15.7％

土木費　23,031
7.4％

衛生費　22,938　7.4％

農林水産業費　5,189　1.7％

消防費　18,277
5.9％

商工費　7,771　2.5％

災害復旧費
0
０.0％

議会費
7,017
2.2％

平
成
27
年
度
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
と
５
つ
の
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入
が

54
億
６
４
３
３
万
円
、
歳
出
が
52
億
９
３
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

会 計 別 歳 入 歳 出 決 算 状 況
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地
方
交
付
税
と
は

　

地
方
公
共
団
体
間
の
財
源
の
不
均
衡

を
調
整
し
、
ど
の
地
域
に
住
む
住
民
に

も
標
準
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
基
本
的
な
社

会
資
本
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
財
源
を

保
障
す
る
た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
。

自
主
財
源
と
は

　

村
が
自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源
。

具
体
的
に
は
地
方
税
、分
担
金
、負
担
金
、

使
用
料
、
手
数
料
、
財
産
収
入
、
寄
附

金
、
繰
入
金
、
繰
越
金
及
び
諸
収
入
。

村
債
と
は

　

村
が
事
業
に
必
要
な
資
金
を
調
達
す

る
た
め
に
債
券
を
発
行
す
る
こ
と
。

過
疎
対
策
事
業
債
と
は

　

過
疎
地
域
の
市
町
村
が
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
の

財
源
と
し
て
特
別
に
発
行
が
認
め
ら
れ

る
地
方
債
で
元
利
償
還
金
の
70
％
が
普

通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
地
方
債
。

翌
年
度
繰
越
財
源
と
は

　

年
度
内
に
事
業
が
完
了
し
な
か
っ
た

場
合
に
、
翌
年
度
に
繰
り
越
さ
れ
る
財

源
。基

金
と
は

　

特
定
の
目
的
の
た
め
に
維
持
あ
る
い

は
積
み
立
て
ら
れ
る
資
金
ま
た
は
財
産
。

こ
と
ば
の

説
明

＝ 特別会計の決算状況 ＝＝ 水道事業会計決算状況 ＝
１．収益的収支（消費税抜き）
　収益は、１億3,738万円（対前年度比9.0％
減）でした。主なものは水道料金などで
１億1,216万円となっています。
　費用は、１億4,181万円（対前年度比10.6％
減）でした。主な内訳は、総係費で996万
円（対前年度比22.9％減）、特別損失で829
万円（対前年度比90.3％減）です。
　この結果、本年度は443万円の純損失が
生じ、未処理欠損金として翌年度に繰り越
しました。

２．資本的収支（消費税込）
　主な事業は老朽管の更新工事や浄水場更
新工事などです。
　収支差引での不足額7,417万円は、損益勘
定留保資金などで補てんしました。

３．企業債年度末残高

４．業務状況

５．水源依存率（上水道）

介　護　保　険

下 水 道 事 業

国民健康保険

後期高齢者医療

加入世帯数	 1,093世帯
被保険者数	 1,926人
医療保険料	 7,424万円
（１人当たり保険料　38,546円）
医療費	 8億5,566万円
（１人当たり医療費	 444,268円）

診療所受診者数	 6,009人
村債（借入金）残高	 5,644万円

被保険者数	 991人
保険料	 6,864万円
（１人当たり保険料　69,263円）

金剛山観光事業

　桐山・二河原辺地区の一部を整
備し、また、小吹台のマンホール
蓋の取替などを行いました。
下水道普及率	 75.1％
村債（借入金）残高
	 12億1,821万円

被保険者数	 2,295人
居宅サービス給付費
	 ２億5,260万円
施設サービス給付費
	 ２億5,534万円
地域密着型サービス給付費
	 2,777万円
居宅サービス計画給付費
	 2,613万円
住宅改修費	 359万円
福祉用具購入費	 114万円
特定入所者サービス費
	 3,226万円
高額サービス費	 1,349万円
高額医療合算介護サービス費
	 194万円
給付費合計	 ６億1,426万円
介護予防事業費	 44万円
包括的支援・任意事業費
	 960万円
地域支援事業費合計	 1,004万円

　金剛山ロープウェイ整備工事
（曳索平衡索切詰および緊張索交
換・搬器窓交換工事など）を行い
ました。
◦金剛山ロープウェイ
　運転回数	 7,091回
　輸送人数	 10万3,507人
◦香楠荘
　定員	 53人
　宿泊者数	 5,636人
　村債（借入金）残高
	 2,856万円

水　道　事　業　収　益 1億3,738万円

水　道　事　業　費　用 1億4,181万円

平成 27 年 度純損失 443万円

平成28年３月末現在 5億2,646万円

給　　水　　人　　口 	　　5,539人

給　　水　　戸　　数 	　　2,400戸

年　間　総　配　水　量 	738,151㎥

年 間 総 有 収 水 量 	587,829㎥

0 20 40 60 80 100

水 源 依 存 率 
自己水  500,240㎥
（構成比 67.7％）

大阪広域水道企業団水
237,780㎥（構成比 32.2％）

富田林市水　131㎥ （構成比 0.1％）
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　人事行政運営における公平性、透明性を高めるため、「千早赤阪村人事行政の運営等の状況の公表に関す
る条例」に基づき、職員の任用、職員数、給与、勤務時間、その他の勤務条件などについて公表します。

人事行政の運営などの状況

（4）職員の初任給の状況（平成28年₄月₁日現在）

②地域手当（平成28年₄月₁日現在）

（6）職員手当の状況
①期末手当、勤勉手当および退職手当（平成28年₄月₁日現在）

＊	村の給与条例に基づく行政職給料表（一）の級区分による職員数
です。

（5）一般行政職の級別職員数の状況（平成28年4月1日現在）

＊支給月額は一般行政職

＊	一般行政職とは、全職種から税務職、保健職、企業職、技能労務職、
教育職を除いた職種です。

₁．職員の任免および職員数の状況
（1）採用・退職の状況

（2）部門別職員数の状況（各年₄月₁日現在）

＊		職員数は、特別職を除く全職員数（教育長を含む）であり、地方
公務員法の身分を保有する休職者、派遣職員を含み、任期付・再
任用短時間勤務職員、非常勤職員を除いています。
＊	区分のその他は、国民健康保険事業、介護保険事業、後期高齢者
医療事業です。

（2）職員給与費の状況（平成28年度一般会計予算）

＊	職員数は、４月１日現在の一般会計に属する職員（教育長を含ま
ない）の数です。
＊職員手当には、退職手当、児童手当を含みません。
＊	給与費については、任期付短時間勤務職員、再任用職員（短時間
勤務）の給与費が含まれており、職員数には当該職員を含んでいま
せん。
＊給与費は当初予算に計上された額です。

＊	人件費には、特別職、議員などに支給される給料、報酬などを含
みます。

（1）人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

₂．職員の給与の状況

区　　分
千　早　赤　阪　村 国

初任給 採用₂年経過
後の給料月額 初任給 採用₂年経過

後の給料月額

一　般
行政職

大学卒 176,700円 188,600円 176,700円 188,600円
高校卒 144,600円 153,000円 144,600円 153,000円

区分 ₁級 ₂級 ₃級 ₄級 ₅級 ₆級 ₇級
計標準的な

職務内容
主事
技師

主事
技師 主査 係長

主査 課長代理 課長 理事

職員数 11人 14人 1人 14人 11人 8人 2人 61人
構成比 18.0％ 23.0％ 1.6％ 23.0％ 18.0％ 13.1％ 3.3％ 100％

区　　分 千　早　赤　阪　村 国

期末手当
勤勉手当

（平成27年度支給割合）

同じ

　　期末手当　　　勤勉手当
６月期1.225月　　　0.75月
12月期1.375月　　　0.85月
　計	　2.60月　　　1.60月

職務上の職階、職務の級などによる加算措置　有

退職手当

区　　分 自己都合 勧奨・定年

同じ
勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置
　　 　（２％〜20％加算） 同じ

支 　 給 　 対 　 象 　 地 　 域 全地域
支　　　　　　　　 給　　　　　　　　 率 ６％
国 の 指 定 基 準 に 基 づ く 支 給 率 ６％
支給対象職員平均支給月額（平成28年4月支給平均） 19,200円

（3）職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成28年₄月₁日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 306,500円 40.9歳
技能労務職 341,000円 51.3歳 平成27年度

採用 ４人
退職 ４人

部門 区　分
職員数（人） 対前年

増減数 主な増減理由
平成27年 平成28年

一　

般　

行　

政

議　　会 2 2 0
総　　務 19 18 △	01 退職による
税　　務 5 5 　	00
民　　生 9 9 0
衛　　生 6 6 	00
農林水産 4 4 0
商　　工 4 4 0
土　　木 5 7 2 中途採用、会計科目の異動による
小　　計 54 55 	01

特
別

行
政

教　　育 12 11 △	01 退職による
小　　計 12 11 △	01

公
営
企
業

会　

計　

等

水　　道 4 4 0
下　水　道 4 3 △	01 会計科目の異動による
そ　の　他 7 7 0
小　　計 15 14 △	01

総　合　計 81 80 △	01

住民基本台帳人口
（平成28年3月31日）

歳出額Ａ
（千円）

実質収支
（千円）

人件費Ｂ
（千円）

人件費率
（B/A）

平成26年度の
人件費率

5,567人 3,029,915 96,642 669,293 22.1％ 20.9％

職員数
A

（人）

給　　　　与　　　　費 １人当たり
給与費
（B/A）
（千円）

給　料
（千円）

職員手当
（千円）

期末・あ
勤勉手当

（千円）

計　B
（千円）

73 287,072 74,611 113,837 475,520 6,513
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₇．職員の福祉および利益の保護の状況
（1）健康診断（平成27年度）

₆．職員研修の状況（平成27年度）

₈．公平委員会での業務の状況（平成27年度）

（2）職員の福利厚生の状況（平成28年₄月₁日現在）

₅．職員の分限及び懲戒処分の状況（平成27年度）

₃．職員の勤務条件や服務の状況

④特殊勤務手当（平成28年₄月₁日現在）

＊支給月額は一般行政職

⑤時間外勤務手当（平成28年₄月₁日現在）

＊	ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数として用いられるものです。
＊	平成25年度の（　）の数値については、国家公務員の時限的な（２
年間）給与改定特例法による措置が無いとした場合の参考値です。

（7）ラスパイレス指数の状況（各年₄月₁日現在）

（8）特別職の報酬などの状況（平成28年₄月₁日現在）

③扶養手当、住居手当および通勤手当（平成28年₄月₁日現在）

₄．育児休業の状況（平成27年度）

（1）勤務時間など

（2）休暇制度など

区分 内　　　容 千 早 赤 阪 村 国の制度との異同

扶
養
手
当

配偶者 13,000円

同じ

その他の扶養親族
6,500円

（配偶者がいない１人目　　　　11,000円）
（配偶者が扶養対象外の１人目　06,500円）

16歳から22歳までの子 （上記の額に加算）　　	5,000円

住
居

手
当

借家で家賃（12,000
円を超える額）を支
払っている者

27,000円を限度として支給

通
勤
手
当

交通機関利用者
運賃が55,000円以下について
は運賃相当額（６カ月定期
券相当分支給）

自動車など交通用具
利用者 距離に応じて2,000円〜24,400円 一部異なる

手　当　の　種　類 内　　　容

伝染病防疫作業従事手当 １日	1 , 0 0 0円

犬・猫死体処理作業従事手当 １件	1 , 0 0 0円

支給対象職員平均支給月額 30,400円

25年度 26年度 27年度

ラスパイレス指数 105.3
（97.2） 98.0 98.8

前　年　比 6.2
（5.8） △7.3 0.8

区　　分 受診者数
定期健康診断 72人
各種がん検診 ７人

区　　分 主な実施事業 構成人数
株式会社リラックス・コミュニケーションズ 福利厚生事業 84人
千早赤阪村職員親睦会 ウォーキングイベント・給付事業 84人

業務の種類 件数
職員の勤務条件に関する措置の要求の処理件数 ０件
職員に対する不利益な処分の不服申立ての処理件数 ０件

区　　　分 月 額 な ど

給料

村　長 650,000円

副村長 630,000円

教育長 520,000円

報酬

議　長 340,000円

副議長 320,000円

議　員 295,000円

手当

村　長
副村長
教育長
議　長
副議長
議　員

６月期　　　　　　2.025月
12月期　　　　　　2.175月
　合計　　　　　　 4.20月

◆勤 務 時 間
午前９時から午後５時30分まで
１日当たり７時間45分勤務（休憩時間を除く。）
週38時間45分勤務

◆週　休　日 土曜日、日曜日

◆休　　　日 国民の祝日に関する法律に規定する休日およ
び年末年始（12月29日から翌年の１月３日まで）

◆休 憩 時 間
正午から午後０時45分まで
なお、勤務時間などは勤務場所により異な
ります。

◆年次有給休暇 １年につき20日間付与
平成27年職員の平均取得日数は6.9日

◆その他の休暇 病気休暇、特別休暇、介護休暇、育児休業な
どがあります。

研修区分 主な研修 参加人数

人事関係研修
法令（行政法・地方自治法）研修、
メンタルヘルスマネジメント実践
研修など

110人

人 権 研 修 人権関係研修、同和問題研修など 83人

派 遣 研 修
中部都市職員研修協議会研修、お
おさか市町村職員研修研究センタ
ー研修など

124人

区　　分 所得者数
育児休業 0人
部分休業 0人
育児短時間勤務 0人

処分の種類 処分者数
分　限　処　分 3人

懲戒処分

免職 0人
停職 0人
減給 0人
戒告 0人
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防

行

無

に

い

災

政

線

つ

て

お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

　緊急速報メールとは、緊急地震速報や災害・避難
情報などを、迅速に広範囲に伝達するサービスです。
災害発生時の警報や緊急情報、避難情報など村内の
多数の携帯電話やスマートフォンに対し、一斉にお
知らせするものです。村民の皆さんの身体や生命を
おびやかすような場合に送信します。
概要
　１．�村内のＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ（ａｕ）、ソフ

トバンクの携帯電話やスマートフォンに対し
て、村から災害情報を緊急速報メールで一斉
配信します。

　２．�メールアドレスの登録は、不要であり、対応
した機種の携帯電話やスマートフォンであれ
ば自動受信されます。

　３．通信料・月額使用料・情報料は、無料です。
配信内容
　�避難準備情報・避難勧告・避難指示・警戒区域情
報・噴火警報・指定河川洪水警報・土砂災害警戒
情報・東海地震予知情報・弾道ミサイル情報・航
空攻撃情報・ゲリラ・特殊部隊攻撃情報・大規模
テロ情報
　※訓練でも配信する場合があります。
対応機種・設定方法
　対応機種や操作設定方法などの詳細については、
携帯電話各社のホームページをご覧
いただくか、インフォメーション
センター（通話料無料）へお問い
合わせください。

〈問い合わせ〉総務課

　

防
災
行
政
無
線
は
、
地
震
や
風
水
害
、
大
規
模
災
害
な
ど
の
防

災
に
関
す
る
情
報
を
村
民
の
皆
さ
ん
に
屋
外
拡
声
器（
ス
ピ
ー
カ
ー
）

か
ら
無
線
放
送
で
お
知
ら
せ
し
、
い
ち
早
く
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。
屋
外
拡
声
器
は
、
村
内
23
か
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
雨
、
風
な
ど
の
気
象
状
況
や
山
林
な
ど
の
地
域
環
境

に
よ
っ
て
は
、
音
声
が
反
響
し
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
ほ
か
、

気
密
性
の
高
い
住
宅
で
、
窓
を
閉
め
切
っ
た
状
態
で
は
聞
き
取
り

に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
場
合
や
放
送
が

聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ

ド
』
で
電
話
機
で
も
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

※
録
音
さ
れ
た
内
容
は
、
一
定
時
間
で
消
去
さ
れ
ま
す
。

◆
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド　

☎
�
１
３
８
８

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

　

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
日
ご

ろ
か
ら
気
象
情
報
や
周
囲
の
状
況
に
十
分
注
意

し
ま
し
ょ
う
。
大
阪
府
と
府
内
全
市
町
村
共
同

に
よ
る
「
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
」
に
登
録
す

る
こ
と
で
、
気
象
情
報
な
ど
の
防
災
情
報
が

メ
ー
ル
配
信
さ
れ
ま
す
。　

登
録
方
法

　

携
帯
電
話
な
ど
か
ら
「touroku@

osaka-
bousai.net

」
へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
と
し
て
ド
メ
イ
ン
指
定
受

信
に
し
て
い
る
人
は
、
空
メ
ー
ル
を
送
る
前

に
、「osaka-bousai.net

」
を
ド
メ
イ
ン
指

定
受
信
に
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

緊急速報メール

　地震・津波や武力攻撃などの発生時に備え、次のとおり情報伝達訓練を行います。この訓練は、全国瞬時警
報システム（Ｊアラート）（※）を用いた訓練で、村以外の地域でも様々な手段を用いて情報伝達訓練が行わ
れます。

（１）訓練実施日時　　11月29日（火）午前11時ごろ
（２）訓練で行う放送試験

村内23か所に設置してある防災行政無線から、一斉に次のように放送されます
放送内容　　（上りチャイム音）

　＋「これは、テストです。」×３回
　＋「こちらは、同報　千早赤阪です」
　＋（下りチャイム音）

（※）�Ｊアラートとは、地震・津波や武力攻撃などの緊急情報を、国から人工衛星
などを通じて瞬時にお伝えするシステムです。

〈問い合わせ〉総務課

防災行政無線を用いた
情報伝達訓練を実施します
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住
民
課
（
環
境
衛
生
）

健　
　
　

康

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

対
象　

①
65
歳
以
上
②
60
歳
～
64
歳
で
心

臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
の
障
が
い
の
あ
る
人

の
う
ち
、
接
種
を
希
望
す
る
人

期
間　

平
成
29
年
１
月
31
日（
火
）ま
で

場
所　

指
定
医
療
機
関
（
千
早
赤
阪
村
・
富

田
林
市
・
河
南
町
・
太
子
町
・
大
阪
狭
山
市
）

※�

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の
接
種
は
全
額
自

己
負
担
に
な
り
ま
す
。

費
用　

１
千
円
（
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
っ
て
く
だ
さ
い
。）

備
考　

•
�

対
象
者
へ
の
個
別
通
知
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

•
�

事
前
に
予
約
な
ど
医
療
機
関
へ
確
認
く
だ

さ
い
。

•
�

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
が
確
認
で
き
る

物
を
持
参
く
だ
さ
い
。

•
�

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
費
用
が
免
除
さ
れ

ま
す
の
で
、
事
前
に
健
康
福
祉
課
ま
で
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。

•
�

指
定
医
療
機
関
以
外
の
施
設
に
入
所
中
ま

た
は
病
院
に
入
院
中
の
人
は
相
談
く
だ
さ

い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ

と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

•
�

村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

•
�

村
国
保
千
早
診
療
所

•
�

や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
平
成
28
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②�

平
成
28
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

③�

平
成
28
年
度
に
満
41
歳
以
上
で
、
特
定
健

康
診
査
な
ど
に
お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異

常
が
あ
る
人

内
容　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
血
液
検
査
で

次
の
項
目
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

②
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

申
込
期
間　

平
成
29
年
３
月
24
日（
金
）ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個

別
郵
送
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・

受
診
券
・
問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

歯
の
損
失
は
、
物
が
食
べ
に
く
い
、

会
話
が
不
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
健
康
で

明
る
く
豊
か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大

き
な
影
響
が
あ
り
ま
す
。
歯
周
疾
患
は

初
期
に
は
自
覚
症
状
が
乏
し
く
放
置
さ

れ
が
ち
で
す
。
早
い
時
期
に
歯
磨
き
の

状
況
や
口
の
中
の
健
康
状
態
を
確
認
し
、

む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間

平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　
　
　

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券

な
ど
を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科

医
院
に
電
話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場� ……☎�0081
小吹台連絡所� ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド�
� ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館� ……☎�1588
B&G海洋センター�……☎�7183
学校給食センター�……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署� ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。
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２人に１人はがんにかかると言われていますが、現代医学では不治の病ではなくなってきています。
まずは検診を受けて、早期発見・早期治療が肝心です。お早目に保健センターに申し込みください。

●検診の種類・対象者・実施方法・受診できる回数

※検診日当日に各検診の対象年齢に達していない人は受診できません。
※上記の「受診できる回数」は集団・個別のいずれかになります（両方受ける事はできません）。
※乳がん・子宮頸がん検診は、昨年度受診していない場合は偶数年生まれでも受診できます。
※各検診の詳しい内容については下記の表をご覧ください。

●申し込み方法（集団・個別のいずれの検診も）
電話または、保健センター窓口で申し込みを受け付けします。
集団検診を申し込みされた人には各検診日の約２週間前に予約票など詳しい案内を送付します。
個別検診を申し込みされた人には随時受付票・受診票などの必要書類を送付します。

●集団検診（実施場所：保健センター）※定員になり次第締め切ります。
今年度の集団検診は今月分で最終となります。

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・☎�0081（代表）

※検診日に介助の必要な人は事前に相談ください。

●個別検診【検診実施期間：いずれも平成29年３月31日（金）まで】

検診の種類 対　象　者 実施方法 受診できる回数集団 個別
胃 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
大 腸 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● ● 年度に１回
肺 が ん 検 診 受診日現在40歳以上の人 ● × 年度に１回
乳 が ん 検 診 受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回
子宮頸がん検診 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人 ● ● ２年（年度）に１回

大 腸 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所
内 　   容 問診・便潜血検査

乳 が ん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの２か所
内 　   容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

子宮頸がん
個 別 検 診

実施医療機関 富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック
澤井産婦人科・たけい産婦人科・山村医院の６か所

内 　   容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

受けられましたか？

胃 が ん・
大腸がん・
肺 が ん・
結 核
検 診

検 診 日 11月27日（日）の午前　
当日受付時間 午前８時30分～11時
定 　 　 員 各50人
内 　 　 容 〈胃がん〉問診・Ｘ線間接撮影　　〈大腸がん〉問診・便潜血検査

〈肺がん・結核〉受診票確認・胸部Ｘ線直接撮影（喀痰検査は必要者のみ実施）
※大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られない場合は必ず相談ください。

乳がん検診

検 診 日 11月９日（水）の午前
当日受付時間 〈40歳代〉午前９時30分　　〈50歳以上〉午前10時・10時30分・11時

※受付時間ごとの時間帯予約制です。
定 　 　 員 〈40歳代〉各７人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）
※次の人は村の集団検診は受けられません。主治医に相談の上、医療機関で受診してください。
　・妊娠中または妊娠の可能性のある人　　・授乳中の人
　・心臓ペースメーカーを装着している人　・豊胸術をしている人
　・立ったままの姿勢を保てない人　　　　・腕を上にあげられない人
　・ＶＰシャントを挿入している人　　　　・乳腺の治療中、経過観察中の人

子宮頸がん
検 診

検 診 日 11月９日（水）の午後
当日受付時間 午後１時30分～３時
定 　 　 員 各55人
内 　 　 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診（子宮体部細胞診は実施しません）

乳 が ん・
子宮頸がん
セット検診

検 診 日 11月９日（水）の午後
当日受付時間 〈40歳代〉午後０時45分　　〈50歳以上〉午後１時15分・１時45分・２時15分

※受付時間ごとの時間帯予約制です。
定 　 　 員 〈40歳代〉各６人　　〈50歳以上〉各22人
内 　 　 容 集団の「乳がん検診」「子宮頸がん検診」と同じ
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保　
　
　

険

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

郵
送
し
ま
し
た

　

11
月
１
日（
火
）か
ら
有
効
の
新
し
い
被
保

険
者
証
を
、
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
し
た
。

送
付
さ
れ
た
被
保
険
者
証
の
内
容
に
間
違
い

が
な
い
か
、
必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
古
い
被
保
険

者
証
は
使
え
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
で
破
棄
し

て
く
だ
さ
い
。

※
旧
証
の
返
却
は
不
要
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
国
保
）

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・
灸
・
あ
ん
ま
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
正
し
い
か
か
り
方

　

整
骨
院
や
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
に
よ
る

施
術
を
受
け
た
場
合
や
、
は
り
・
灸
・
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
場
合
で
も
、
す

べ
て
の
場
合
で
健
康
保
険
を
使
え
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

正
し
い
か
か
り
方
を
理
解
し
、
適
切
な
受

診
を
し
ま
し
ょ
う
。

整
骨
院
・
接
骨
院
で
柔
道
整
復
師
の
施
術
を

受
け
た
と
き

　

健
康
保
険
が
使
え
る
の
は
「
骨
折
・
脱
臼
・

打
撲
・
捻
挫
（
肉
ば
な
れ
を
含
む
）」
の
み
で
、

骨
折
・
脱
臼
は
、
緊
急
の
場
合
以
外
は
、
あ

ら
か
じ
め
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
。
単
な

る
肩
こ
り
や
腰
痛
な
ど
は
健
康
保
険
が
使
え

ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）。

　

健
康
保
険
を
使
っ
て
施
術
を
受
け
た
と
き

は
「
療
養
費
支
給
申
請
書
」
の
施
術
箇
所
や

回
数
を
確
認
し
て
か
ら
署
名
押
印
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同
じ
病
気

の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同
時
に
施
術
を
受

け
た
場
合
は
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

医
師
が
必
要
と
認
め
た
、
は
り
・
灸
・
あ
ん

ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
を
受
け
た
と
き

　

健
康
保
険
を
使
う
た
め
に
は
、
対
象
と
な

る
疾
患
や
症
状
が
限
ら
れ
て
お
り
、
あ
ら
か

じ
め
医
師
の
発
行
し
た
同
意
書
ま
た
は
診
断

書
が
必
要
で
す
。
単
な
る
疲
労
回
復
や
慰
安

な
ど
を
目
的
と
し
た
も
の
や
、
疾
病
予
防
の

た
め
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
は
健
康
保
険
が
使

え
ま
せ
ん
（
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
）。

　

ま
た
、
病
院
や
診
療
所
な
ど
で
同
じ
病
気

の
治
療
を
受
け
な
が
ら
、
同
時
に
施
術
を
受

け
た
場
合
は
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

※�

柔
道
整
復
師
な
ど
の
施
術
を
受
け
た
と
き

は
、必
ず
領
収
書
を
受
け
取
り
ま
し
ょ
う
。

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

ご
存
知
で
す
か
？

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）

と
は
、
新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
が
切

れ
た
後
に
販
売
さ
れ
る
、
新
薬
と
同
じ
成
分

を
持
ち
、
安
価
な
医
薬
品
で
す
。

　

村
国
民
健
康
保
険
や
大
阪
府
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
で
は
、
皆
さ
ん
の
薬
代
の
負

担
の
軽
減
や
医
療
保
険
財
政
の
改
善
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

普
及
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
・
カ
ー
ド

　

村
国
民
健
康
保
険
で
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」、
大
阪
府
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合
で
は
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
カ
ー
ド
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
は
、

被
保
険
者
証
や
お
薬
手
帳
な
ど
に
貼
っ
て
お

使
い
く
だ
さ
い
。
医
療
機
関
や
薬
局
の
窓
口

で
提
示
す
る
こ
と
で
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
使
用
や
切
り
替
え
希
望
を
よ
り
簡
単
に

伝
え
ら
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
差
額
通
知

　

現
在
処
方
さ
れ
て
い
る
薬
の
う
ち
、
新
薬

か
ら
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た

場
合
の
薬
代
の
軽
減
額
の
目
安
を
お
知
ら
せ

す
る
差
額
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
通
知
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
へ
の
切
り
替
え
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
す
べ
て
の
薬
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

　

医
師
・
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
国
保
・
後
期
高
齢
）

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

税　
　
　

務

固
定
資
産
税
４
期
分
の
納
税
は

11
月
30
日
ま
で
に

　

税
金
は
納
期
限
内
に
納
税
い
た
だ
く
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
村
府
民
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
の

未
納
が
あ
る
場
合
は
、
あ
わ
せ
て
納
税
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）
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人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
㊷

レ
ッ
ツ
・
ゴ
ー
・
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
恩
知　

忠
司

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

　

毎
日
の
暮
ら
し
に
買
い
物
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
は
必
要
な
も

の
を
揃
え
る
に
は
と
て
も
便
利
な
の
で
す
が
、

今
回
は一風
変
わ
っ
た
私
の
お
気
に
入
り
の
買
い

物
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
．ぶ
ど
う
の
直
売
所
に
て

　

大
学
の
あ
る
柏
原
市
は
ぶ
ど
う
の
産
地
で
、

夏
に
な
る
と
、
国
道
沿
い
に
直
売
所
が
出
ま

す
。
ぶ
ど
う
が
大
好
き
な
私
は
こ
れ
が
楽
し

み
で
仕
方
が
あ
り
ま
せ
ん
。
夏
の
あ
る
日
、

出
勤
前
に
行
き
つ
け
の
直
売
所
に
立
ち
寄
り

ま
し
た
。
一家
総
出
の
選
果
作
業
の
真
っ
最
中

で
、
青
い
カ
ゴ
に
入
っ
た
大
量
の
ぶ
ど
う
が
種
類

や
用
途
に
応
じ
て
手
早
く
箱
詰
め
に
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
そ
ん
な
光
景
を
眺
め
な
が
ら
、
私

が
手
に
し
た
の
は
こ
の
日
も
家
庭
用
の
千
円
の

箱
で
し
た
。
二
千
円
の
贈
答
用
も
横
に
置
い
て

あ
る
の
で
す
が
、
家
で
食
べ
る
な
ら
こ
れ
で
十

分
、
と
前
に
息
子
さ
ん
が
言
っ
て
い
た
の
で
、

素
直
に
従
っ
て
い
ま
す
。
安
い
方
を
買
う
言
い

訳
に
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
、

こ
の
千
円
が
と
て
も
お
値
打
ち
で
、
ぶ
ど
う
の

実
が
ぎ
ゅ
う
ぎ
ゅ
う
詰
め
、八
房
は
ゆ
う
に
入
っ

て
い
て
、
し
か
も
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
甘
い
の

で
す
。
こ
の
夏
も
こ
の
千
円
の
箱
が
家
庭
用
に
、

贈
答
用
（
え
っ？
）
に
大
活
躍
し
ま
し
た
。

時
季
が
過
ぎ
店
じ
ま
い
し
た
の
で
、
も
う
息
子

さ
ん
と
は
会
って
い
ま
せ
ん
が
、
ぶ
ど
う
の
甘
さ

も
息
子
さ
ん
と
の
楽
し
い
会
話
も
私
に
は
毎
年

の
「
旬
」
な
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

は
徹
底
し
た
商
品
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
戦
略

的
に
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
シ
ー
ル
を
貼
って
い
た
の
で

す
。
賞
味
期
限
ぎ
り
ぎ
り
に
な
っ
て
慌
て
て

シ
ー
ル
を
貼
っ
て
売
れ
残
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、

余
裕
が
あ
る
う
ち
に
シ
ー
ル
を
貼
って
し
っ
か
り

売
り
切
る
、
こ
れ
が
消
費
者
の
心
理
を
読
ん
だ

こ
の
ス
ー
パ
ー
の
戦
略
だ
っ
た
の
で
す
。
ま
ん
ま

と
嵌
ま
って
、
足
を
運
ん
で
い
た
わ
け
で
す
が
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら
買
い
物
で
き
る

な
ん
て
、
あ
ま
り
に
も
魅
力
的
な
付
加
価
値

だ
と
思
わ
れ
ま
せ
ん
か
？

三
．
道
の
駅
に
て

　

父
の
墓
が
千
早
赤
阪
に
あ
る
関
係
で
、一、二

か
月
に一
度
、
墓
地
の
近
く
の
道
の
駅
を
訪
れ

ま
す
。
墓
参
り
の
帰
り
に
道
の
駅
に
立
ち
寄

る
こ
と
が
我
が
家
の
お
決
ま
り
の
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
る
の
で
す
。
特
に
心
待
ち
に
し
て
い
る
の

は
母
で
す
。
地
の
野
菜
や
手
作
り
の
食
料
品

な
ど
が
い
ろ
い
ろ
と
並
べ
て
あ
って
、
近
所
の
商

店
街
で
も
気
に
入
っ
た
店
で
し
か
物
を
買
わ
な

い
母
が
い
つ
も
楽
し
そ
う
に
品
物
を
眺
め
て
は

手
に
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
私
は
気
に
入
っ

た
も
の
は
す
ぐ
に
買
っ
て
し
ま
う
質
で
す
が
、

母
は
決
し
て
無
駄
遣
い
を
し
な
い
世
代
で
す
。

道
の
駅
で
も
買
う
物
は
よ
く
吟
味
し
て
か
ら

決
め
ま
す
。
時
に
、そ
れ
が
お
は
ぎ
だ
っ
た
り
、

仏
花
だっ
た
り
す
る
の
が
、ま
た
面
白
い
の
で
す
。

　

道
の
駅
と
言
え
ば
、
地
産
地
消
、
地
域
活

性
化
と
いっ
た
こ
と
が
思
い
浮
か
び
ま
す
が
、

楽
し
く
買
い
物
を
し
て
、
そ
れ
が
地
域
振
興
に

つ
な
が
る
な
ら
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
あ
わ
せ
て
、

こ
れ
か
ら
も
、墓
参
り
に
は
、で
き
る
限
り
、母
、

私
た
ち
夫
婦
、
娘
の
三
世
代
で
行
く
よ
う
に

し
た
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

以
上
、
買
い
物
エ
ピ
ソ
ー
ド
三
題
で
し
た
。

い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

二
．
あ
る
ス
ー
パ
ー
に
て

　

最
近
、
自
宅
近
く
の
あ
る
ス
ー
パ
ー
に
よ
く

通
っ
て
い
ま
す
。
品
揃
え
が
ず
ば
抜
け
て
よ
い

と
か
、
価
格
が
ず
ば
抜
け
て
安
い
と
か
、
定
員

さ
ん
の
対
応
が
ず
ば
抜
け
て
よ
い
と
か
‥
、
何

か
が
ず
ば
抜
け
て
す
ご
い
か
ら
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は
、
な
ぜ
通
って
い
る
か
。

そ
れ
は
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
で
買
い
物
を
す
る
の
が

と
て
も
楽
し
い
か
ら
で
す
。
何
が
そ
ん
な
に
楽

し
い
の
か
。こ
の
ス
ー
パ
ー
に
は
、他
店
と
比
べ
て
、

「
赤
札
」、
つ
ま
り
、「
〇
〇
％
引
き
」
と
い
う

シ
ー
ル
が
貼
ら
れ
た
商
品
が
圧
倒
的
に
多
い
の

で
す
。

　

そ
の
こ
と
に
は
初
め
て
行
っ
た
時
に
気
づ
き

ま
し
た
。「
夕
方
で
も
な
い
の
に
‥
」
と
思
い

な
が
ら
、
反
射
的
に
商
品
を
手
に
取
って
賞
味

期
限
を
確
か
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
シ
ー
ル

が
貼
ら
れ
て
い
て
も
、
今
日
明
日
に
も
と
い
う

商
品
は一つ
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
晩
食

べ
る
の
だ
か
ら
‥
と
三
十
％
引
き
の
豆
腐
を

買
っ
た
の
が
こ
の
店
で
の
最
初
の
買
い
物
で
し

た
。
数
日
後
に
ま
た
行
って
み
ま
し
た
。
夕
方

だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
最
初
の
日
よ
り
も

「
シ
ー
ル
度
」
が
高
く
な
って
い
ま
し
た
。
ま
た

数
日
後
に
行
って
み
ま
し
た
。
今
度
は
日
曜
日

だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
過
去
二
回
よ
り

「
シ
ー
ル
度
」が
下
が
って
い
ま
し
た
。
三
回
行
っ

て
、日
に
よ
って
違
う
ん
だ
、と
い
う
こ
と
を
知
っ

た
の
で
す
。

　

謎
が
解
け
た
の
は
、
こ
の
ス
ー
パ
ー
を
特
集

し
た
番
組
を
見
て
い
た
時
で
す
。
こ
の
ス
ー
パ
ー

人　
　
　

権

南
河
内
男
女
共
同
参
画
社
会
研
究
会

講
演
会

　

南
河
内
３
町
村
合
同
に
よ
る
男
女
共
同
参

画
社
会
研
究
会
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
奮

っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
15
日（
火
）
午
後
２
時
～
３
時

（
１
時
30
分
開
場
）

場
所　

太
子
町
立
万
葉
ホ
ー
ル

題
目
「
女
も
い
き
い
き
男
も
い
き
い
き
～
講

談
で
語
る
男
女
共
同
参
画
社
会
」

講
師　

宝た
か
ら井い　

琴き
ん
お
う桜　

さ
ん
（
講
談
師
）

定
員　

人
数
に
よ
り
入
場
制
限
あ
り

費
用　

無
料

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
そ
う

　

毎
年
11
月
12
日
～
25
日
は
「
女
性
に
対
す

る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
を
行
い
ま
す
。

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、

売
買
春
、職
場
な
ど
に
お
け
る
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女

性
に
対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
あ
り
、
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

期
間
中
は
関
係
機
関
が
連
携
、
協
力
し
、

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
た
め
の
意
識

啓
発
に
取
り
組
み
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課
（
人
権
）
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11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

　

児
童
虐
待
と
は
、
親
ま
た
は
親
に
代

わ
る
保
護
者
が
子
ど
も
の
心
身
を
傷
付

け
る
な
ど
、
子
ど
も
の
健
全
な
成
長
や

発
達
を
妨
げ
る
行
為
の
こ
と
を
い
い
、

子
ど
も
へ
の
重
大
な
権
利
侵
害
に
な
り

ま
す
。

　

村
で
は
、
各
関
係
機
関
お
よ
び
団
体

が
連
携
を
密
に
し
、
適
切
な
対
応
を
行

う
た
め
「
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
（
子
ど
も
を
守
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
）」
を
設
置
し
、
虐
待
の
防
止
や
状

況
の
改
善
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

虐
待
と
思
っ
た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
電

話
く
だ
さ
い
。
電
話
さ
れ
た
人
の
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

•

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

　

相
談
日
時　

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

※�

時
間
外
に
つ
い
て
は
、
警
備
員
が
担

当
職
員
に
連
絡
し
ま
す
。

○
通
告
専
用
電
話

•

富
田
林
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　

　

☎
㉕
２
２
６
３

　

相
談
日
時　

　

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
45
分

•

夜
間
・
休
日
虐
待
通
告
専
用
電
話

　

☎
０
７
２（
２
９
５
）８
７
３
７

•

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９

※�

Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
一
部
の
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は

つ
な
が
り
ま
せ
ん

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

11
月
は
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

〈11月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

８ 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

９ 水 ★ 午前９時15分～
午後０時15分

大阪狭山市
市民ふれあいの里（リス園）

バスでおでかけ
費用　バス代　200円
　　　リス園入園料　200円
　　　　　　　（中学生以上）
持ち物　水筒、タオルなど

11 金 午前10時30分～
地域子育て支援センター

タンポあそび

16 水 午前10時30分～ 楽器あそび

22 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

30 水 午前10時30分～11時 地域子育て支援センター 英語あそび・発育測定

今月の一押し　�
　バスでおでかけ　�みんなで楽しい遊具で遊んだり、可愛いりす達を見に行きませんか。
　 　アンパンマンバスに乗って、おでかけしよう。

のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。

平
成
28
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
８
期
（
11
月
分
）
の
納
期
限
は
、
11
月
30
日（
水
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
11
月
25
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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記
念
講
演
会

「
ワ
ク
チ
ン
で
守
ろ
う
子
ど
も
の
健
康
」

～
子
ど
も
た
ち
の
輝
か
し
い
未
来
の
た
め
に
～

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
は
み
ん
な

の
願
い
。
で
も
大
き
く
な
る
ま
で
に
は
多
く

の
ハ
ー
ド
ル
が
待
ち
構
え
て
い
ま
す
。
は
し

か
や
水
ぼ
う
そ
う
な
ど
の
感
染
症
も
そ
の
一

つ
で
す
。
で
も
大
丈
夫
。
予
防
接
種
が
命
や

健
康
を
脅
か
す
病
気
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

り
ま
す
。

　
「
ど
ん
な
病
気
が
予
防
で
き
る
？
」「
自
然

に
か
か
ら
せ
る
の
は
ど
う
？
」「
Ｂ
型
肝
炎
っ

て
ど
ん
な
病
気
？
」
な
ど
、
子
ど
も
が
か
か

り
や
す
い
病
気
や
予
防
接
種
に
つ
い
て
の
大

切
な
情
報
を
、
小
児
科
の
先
生
か
ら
お
話
し

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
時　

11
月
17
日（
木
）
午
後
2
時
～
4
時

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル　

２
階
会
議
室

対
象　

住
民
お
よ
び
そ
の
他
興
味
の
あ
る
人

内
容

•

「
み
ん
な
受
け
よ
う
大
事
な
ワ
ク
チ
ン
」

　

ふ
じ
お
か
小
児
科

　

Ｖ
Ｐ
Ｄ
を
知
っ
て
子
ど
も
を
守
ろ
う
の
会

　

副
理
事
長　

藤
岡
雅
司
先
生

•

「
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
感
染
か
ら

　

子
ど
も
た
ち
を
守
る
た
め
に
」

　

大
阪
府
立
急
性
期
・
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

小
児
救
急
部
長　

高
野
智
子
先
生

定
員　

70
人

費
用　

無
料

保
育　

先
着
6
人
程
度
（
申
し
込
み
年
齢
に

よ
り
定
員
は
変
更
の
可
能
性
あ
り
）

〈
申
し
込
み
〉
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
健
康
）

催　
　
　

し

金
剛
山
の
里　

棚
田
夢
灯
り
＆

収
穫
祭
２
０
１
６

日
時　

11
月
12
日（
土
）
午
後
２
時
～
７
時

※
雨
天
の
場
合
は
11
月
13
日（
日
）

場
所　

下
赤
阪
の
棚
田
一
帯

内
容

○
棚
田
夢
灯
り
（
下
赤
阪
の
棚
田
）

•

３
千
本
の
灯
ろ
う
に
よ
る
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

•

獅
子
舞
（
中
津
神
社
上
若
中
）

•
�

演
奏
（
村
立
中
学
校
吹
奏
楽
部
・
浪
速
高

等
学
校
・
中
学
校
雅
楽
部
）

○
収
穫
祭
（
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

•

約
30
店
舗
出
店
し
ま
す
。

•

野
菜
、
加
工
品
、
軽
食
類
の
販
売

•

棚
田
や
農
業
に
関
す
る
展
示
な
ど

駐
車
場　

村
民
運
動
場
お
よ
び
赤
阪
小
学
校

（
会
場
ま
で
送
迎
バ
ス
あ
り
）

来
場
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い

　

駐
車
場
と
会
場
を
結
ぶ
送
迎
バ
ス
は
、
例

年
大
変
混
雑
し
、
乗
車
待
ち
が
１
時
間
に
及

ぶ
こ
と
も
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余

裕
を
も
っ
て
お
越
し
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　

村
民
運
動
場
か
ら
会
場
ま
で
は
徒
歩
約
15

分
で
す
の
で
、
送
迎
バ
ス
混
雑
の
際
は
、
徒

歩
移
動
も
検
討
く
だ
さ
い
。
昼
は
棚
田
風
景

を
、
夜
は
灯
ろ
う
を
見
な
が
ら
歩
い
て
い
た

だ
け
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
金
剛
山
の
里　

棚
田
夢
灯

　

�

り
＆
収
穫
祭
２
０
１
６
実
行
委
員
会
（
観

光
・
産
業
振
興
課
内
）

14：00～　開会式
　（中学校グラウンド）

15：30～　○×クイズ
　（中学校グラウンド）

16：00～　演奏（農村公園）
中学校吹奏楽部

17：00～　演奏（農村公園）
浪速高等学校
中学校雅楽部

18：00～　獅子舞（農村公園）
中津神社上若中

イベント内容

新規墓石工事、墓石建替え工事～墓じまい（お墓の引越し）まかせて安心！

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？

実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、

お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。

『お墓』について、ご一緒に考えませんか？お気軽にお問い合わせ下さい。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総
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住
民
課
（
環
境
衛
生
）

募　
　
　

集

こ
ご
せ
幼
稚
園
園
児
募
集

　

平
成
29
年
度
の
こ
ご
せ
幼
稚
園
園
児
を
募

集
し
ま
す
。
入
園
を
希
望
す
る
人
は
入
園
願

書
と
印
鑑
を
持
参
の
上
、
村
立
こ
ご
せ
幼
稚

園
へ
幼
児
同
伴
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
対
象
園
児

•
�

３
歳
児
「
う
さ
ぎ
組
」（
平
成
25
年
４
月

２
日
～
平
成
26
年
４
月
１
日
生
）

•
�

４
歳
児
「
ぱ
ん
だ
組
」（
平
成
24
年
４
月

２
日
～
平
成
25
年
４
月
１
日
生
）

•
�

５
歳
児
「
き
り
ん
組
」（
平
成
23
年
４
月

２
日
～
平
成
24
年
４
月
１
日
生
）

願
書
受
付
期
限

　

12
月
22
日（
木
）午
後
５
時
ま
で
（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

受
付
場
所

村
立
こ
ご
せ
幼
稚
園
（
水
分
56
番
地
）

※�

預
か
り
保
育
は
、
午
後
５
時
ま
で
実
施
し

て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

こ
ご
せ
幼
稚
園　

☎
�
０
３
５
６

　

教
育
課　
　
　
　

☎
�
１
３
０
０

※講座日時や講演タイトルは、講師の都合上変更になる場合があります。
※講座日時に変更があった場合は、受講登録者へ事前に連絡します。
場所　くすのきホール　
定員　50人（各回・登録者優先・先着順）
費用　１回400円
受付　随時　※土曜日・日曜日・祝日を除く、午前９時～午後５時
備考　途中からの参加可能。村外の人も受講できます。

〈申し込み・問い合わせ〉教育課　☎�1300　※くすのきホール窓口でも直接申し込むことができます。

平成28年度村民大学歴史講座、今後の開講予定
後期（第６回～第９回）「地域の中の博物館」午後２時から４時

回 講座日 タイトル 講　　師

６ 11月９日（水） 観光資源としての博物館 大阪大谷大学名誉教授
中村　浩　氏

７ 12月２日（金） 地域のマーケティング
～博物館と来訪者の視点から～

神戸山手大学教授
森山　正　氏

８ 12月14日（水） ミュージアムを楽しむ
～行ってみたくなるようなミュージアムを紹介します～

阪南大学准教授
和泉　大樹　氏

９ 平成29年
１月18日（水）

地域の中の博物館
～村立郷土資料館30年の歩み～ 村文化財担当職員

◆
一
般
書

ゆ
け
、
お
り
ょ
う�

（
門
井
慶
喜
）

猿
の
見
る
夢�

（
桐
野
夏
生
）

刑
罰
０
号�

（
西
條
奈
加
）

Ｑ
Ｊ
Ｋ
Ｊ
Ｑ�

（
佐
藤
究
）

ホ
ー
ム
ズ
四
世�

（
新
堂
冬
樹
）

作
家
刑
事
毒
島�

（
中
山
七
里
）

蓬
莱�

（
今
野
敏
）

ラ
イ
オ
ン
ズ
、
１
９
５
８
。

�

（
平
岡
陽
明
）

強
父
論�

（
阿
川
佐
和
子
）

鋼
の
メ
ン
タ
ル�

（
百
田
尚
樹
）

楠
正
行�

（
扇
谷
昭
）

信
長
さ
ま
は
も
う
い
な
い�（
谷
津
矢
車
）

侍
の
本
分�

（
佐
藤
雅
美
）

「
鬼
畜
」
の
家�

（
石
井
光
太
）

反
社
会
品�

（
久
坂
部
羊
）

何
様�

（
朝
井
リ
ョ
ウ
）

励
み
場�

（
青
山
文
平
）

み
か
づ
き�

（
森
絵
都
）

明
日
の
食
卓�

（
椰
月
美
智
子
）

危
険
な
ビ
ー
ナ
ス�

（
東
野
圭
吾
）

あ
き
な
い
世
傳
金
と
銀
２�

（
高
田
郁
）

観
光
列
車
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク

◆
児
童
書

夏
の
あ
ら
し
と
ム
ー
ミ
ン
ト
ロ
ー
ル

�

（
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
）

ひ
つ
じ
の
シ
ョ
ー
ン�

お
も
い
で
の
木

�（
ア
ー
ド
マ
ン
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
ズ
）

し
げ
ち
ゃ
ん
と
じ
り
つ
さ
ん�（
室
井
滋
）
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募　
　
　

集

「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部

～
め
ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」

　

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生

活
の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
で

す
。
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り
ま

し
ょ
う
。

実
施
回
数　

１
コ
ー
ス
で
７
回
実
施
し
ま
す
。

詳
細
は
６
月
号
広
報
、
ま
た
は
千
早
赤
阪
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

11
月
の
実
施
は
運
動
と
栄
養
の
２
回
で
す
。

申
し
込
み
方
法　

１
コ
ー
ス
（
全
７
回
）
を

初
回
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
１
回

の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。
そ
の
場
合
は
単

発
の
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。

●
健
康
の
た
め
の
土
台
づ
く
り

「
運
動
の
基
本
を
知
ろ
う
」

運
動
実
技

•

運
動
の
必
要
性

•

セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
方
法

日
時　

11
月
15
日（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

「
栄
養
の
基
本
を
知
ろ
う
」

栄
養
講
義
（
実
演
・
試
食
）

•

食
事
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

•

減
塩
の
工
夫

①
さ
わ
ら
の
ゆ
ず
ソ
ー
ス
が
け

②
あ
っ
た
か
減
塩
み
そ
汁

日
時　

11
月
29
日（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
歳
～
64
歳
の
人

定
員　

15
人

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

費
用　

初
回
３
０
０
円
、
２
回
目
以
降
１
５

０
円

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

　

自
動
車
を
運
転
で
き
れ
ば
本
当
に
便
利

で
す
。
天
候
の
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
、

荷
物
が
多
く
て
も
大
丈
夫
、
行
き
た
い
場

所
に
い
つ
で
も
行
け
ま
す
。
た
だ
車
を
安

全
に
運
転
す
る
た
め
に
は
も
と
も
と
心
身

と
も
に
健
康
で
あ
る
こ
と
が
も
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ひ
と
は
一
般
に
加
齢
と
と
も
に
目
の
は

た
ら
き
が
お
と
ろ
え
、
見
え
る
範
囲
が
せ

ま
く
な
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
い
く
つ
か
の

情
報
を
短
時
間
に
判
断
し
、
正
し
く
実
行

す
る
こ
と
も
苦
手
に
な
っ
て
き
ま
す
。
つ

ま
り
誰
で
も
高
齢
に
な
れ
ば
だ
ん
だ
ん
車

の
運
転
に
は
適
さ
な
い
状
態
に
な
っ
て
い

く
の
で
す
。

　

た
だ
高
齢
者
は
こ
れ
ま
で
長
年
安
全
に

運
転
し
て
き
た
、
と
い
う
自
信
を
も
っ
て

お
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
実
際
の
運
転
に

問
題
が
あ
る
か
ど
う
か
が
自
分
で
は
な
か

な
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
運
転
が
で
き
る
身
近
な
人
に
一
度

助
手
席
に
乗
っ
て
も
ら
い
、
ご
自
身
の
運

転
を
み
て
も
ら
う
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。

○�

曲
が
る
と
き
に
方
向
指
示
器
を
出
し
忘

れ
る　
　
　
　
　
　

○�
何
度
も
行
っ
て
い
る
場
所
へ
の
道
順
が

す
ぐ
に
思
い
出
せ
な
い

○�

車
庫
入
れ
で
壁
や
フ
ェ
ン
ス
に
車
体
を

こ
す
る

○�

駐
車
場
所
の
ラ
イ
ン
や
枠
内
に
合
わ
せ

て
車
を
停
め
る
こ
と
が
難
し
い

○�

急
発
進
や
急
ブ
レ
ー
キ
、
急
ハ
ン
ド
ル

な
ど
、
運
転
が
あ
ら
っ
ぽ
い

○�

同
乗
者
と
会
話
し
な
が
ら
の
運
転
が
し

づ
ら
い

と
い
っ
た
問
題
点
が
な
い
か
、
ぜ
ひ
確
認

し
て
も
ら
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ

の
他
、

○
車
の
キ
ー
や
免
許
証
な
ど
を
探
し
回
る

○�

車
の
汚
れ
が
気
に
な
ら
ず
、
あ
ま
り
洗

車
し
な
く
な
っ
た

○�

洗
車
道
具
な
ど
を
き
れ
い
に
整
理
し
な

く
な
っ
た

○�

好
き
だ
っ
た
ド
ラ
イ
ブ
に
行
く
回
数
が

減
っ
た

と
い
っ
た
運
転
以
外
の
問
題
点
に
も
注
意

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
残
念
な
が
ら

い
く
つ
か
の
項
目
に
あ
て
は
ま
る
場
合
、

運
転
か
ら
の
卒
業
も
考
え
る
べ
き
で
す
。

ま
た
そ
れ
と
同
時
に
も
の
忘
れ
の
専
門
外

来
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
お
す
す

め
し
ま
す
。

　

交
通
の
不
便
な
こ
の
村
で
は
こ
れ
ま
で

は
生
活
の
た
め
に
高
齢
で
も
や
む
を
え
ず

車
を
運
転
し
て
い
た
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
村
で
は
11
月
末
ま
で
「
公
共

交
通
の
実
証
運
行
」
と
し
て
村
内
各
地
域

お
よ
び
近
隣
の
商
業
施
設
を
む
す
ぶ
バ
ス

を
試
験
的
に
運
行
し
て
い
ま
す
。
一
人
で

も
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
自
家

用
車
が
な
く
て
も
生
活
で
き
る
千
早
赤
阪

村
が
実
現
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
卒
業
す
る
？
車
の
運
転

千
早
赤
阪
村
国
保
診
療
所

医
師　

大
澤 

佳
代
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《千早赤阪メモリアルパークでお墓を建てよう！！》

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？
実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、
お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。
『千早赤阪メモリアルパーク』は１聖地 永代使用料 26万円より。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

この機会に『千早赤阪メモリアルパーク』にお墓をお引越ししませんか？

南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

　

南
河
内
地
域
（
６
市
２
町
１
村
）
に
住
む

人
た
ち
に
ス
ポ
ー
ツ
を
振
興
し
、
そ
の
普
及

発
展
と
ア
マ
チ
ュ
ア
ス
ポ
ー
ツ
精
神
の
高
揚

を
図
り
、
併
せ
て
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を

願
っ
て
、
南
大
阪
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

月
日　

平
成
29
年
２
月
５
日（
日
）

場
所　

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
・
リ
バ
テ
ィ
ー
（
Ｐ

Ｌ
）
教
団
本
庁
内
コ
ー
ス

対
象　

南
河
内
地
域
に
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
中
学
生
以
上
の
人

費
用　

１
チ
ー
ム
５
千
円
（
保
険
料
含
む
）

区
間　

６
区
間　

受
付　

11
月
25
日（
金
）ま
で
に
費
用
と
印
鑑

を
持
参
し
、
教
育
課
（
く
す
の
き
ホ
ー
ル
）

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
教
育
課　

☎
�
１
３
０
０

　この教室では、日常生活や座位での運動には支障のない程度の膝や腰の痛みがあったり、気持ちがどうもふさぎ
がちでついつい家に閉じこもってしまっている高齢者が対象です。認知症予防、体力づくり、筋力＆脳トレーニン
グなどを楽しく実践しながら学び、寝たきりや閉じこもりにならない身体づくり・仲間づくりを目指しています。

〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（介護予防）

実 施 内 容 開講式、介護予防運動指導員による講話と運動や体操の実技、看護師・保健師による健康チェ
ック、体力測定（座位体前屈、座位ステッピング、開眼片足立ち、ツーステップ）修了式など

対 象 者

65歳以上の住民で下記①～④の条件を満たす人（小吹台地区以外の人も参加できます）
①要介護（要支援を含む）認定を受けておらず、介護保険サービスを利用していない
②介助なしで座ってする運動が可能
③かかりつけ医がいる場合は、運動を許可されている
④送迎はないので自力で会場まで来ることができる

回 数 １クール12回（週に１回、３か月間）

定 員
各クールごとに15人（先着順）
•原則、全回参加できる人優先。
•申し込み後、対象者条件を満たしているか確認の上、参加決定通知送付。
•前期と後期の両方は申し込めません。

場 所 小吹台地域自治会館　

参 加 費 スポーツ保険（希望者のみ）として1,200円／人、毎回参加時に250円／人

実 施 日 後期
クール

１月12日・19日・26日、２月２日・９日・16日・23日、３月２日・９日・16日・23日・
30日の午前（全日木曜日）

ＫＣ（健康長寿）エクササイズ参加者募集
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そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
仲
谷　

和
茂
（
水
分
37
）

　

５
万
円

　

亡
母　

和
巳
氏
の
供
養
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　

こ
れ
ま
で
培
っ
た
自
分
の
能
力
や
経
験
を

活
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
住
民
の

皆
さ
ん
や
会
社
な
ど
か
ら
依
頼
さ
れ
た
仕
事

を
日
々
頑
張
っ
て
行
っ
て
い
ま
す
。�

　

剪
定
・
草
刈
・
荷
物
運
搬
・
施
設
管
理
・

清
掃
・
運
転
な
ど
の
業
務
や
家
事
援
助
な
ど

　

 

ね
ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
等

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

�

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
お
か
け
に
な

る
場
合
は
次
の
番
号

　

☎
03（
６
７
０
０
）１
１
４
４

※�

自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
「
３
」
を
押
し

て
く
だ
さ
い
。

•

受
付
期
間

　

�

11
月
１
日（
火
）～
平
成
29
年
３
月
15
日

（
水
）ま
で

•

受
付
時
間

　

�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後

７
時

　

第
２
土
曜
日　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

※�

第
２
土
曜
日
以
外
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
、
12
月
29
日（
木
）～
平
成
29
年
１
月

３
日（
火
）は
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

国
民
年
金
保
険
料
の

追
納
を
お
勧
め
し
ま
す
！

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全
額
免
除
・

一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
ら
れ
た
期
間

が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納
め
た
人
と

比
べ
、
老
齢
基
礎
年
金
（
65
歳
か
ら
受
け
ら

れ
る
年
金
）の
受
取
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険
料
は
、

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る

た
め
に
、10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、さ
か
の
ぼ
っ

て
古
い
月
分
か
ら
納
め
る
（
追
納
）
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受
け
ら
れ

た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目

以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保
険
料

に
一
定
の
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※�

追
納
の
申
込
・
相
談
は
近
く
の
年
金
事
務

所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

11
月
は「
年
金
月
間
」、11（
い
い
）月
30（
み

ら
い
）日
は「
年
金
の
日
」で
す
！ 

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
協

力
し
て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」

と
位
置
付
け
、
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及
・
啓
発

活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
11
月
30
日（
水
）は
、
ご
自
身
の
年

金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
み
額
を
確
認
し
老

後
の
生
活
設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た
だ

く
「
年
金
の
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

こ
の
機
会
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

○
活
動
内
容

•
�

年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て
全
国
各
地
で

で
き
る
人
は
、
ぜ
ひ
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

入
会
資
格　

村
内
在
住
の
健
康
で
働
く
意
欲

が
あ
る
60
歳
以
上
の
人

年
会
費　

３
０
０
０
円（
傷
害
保
険
料
含
む
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
村
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

　
（
千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　

�

千
早
赤
阪
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

務
局　

☎
�
０
２
９
４

国
民
年
金
保
険
料
の

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
社
会
保
険
料
控
除

の
対
象
と
さ
れ
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の

際
に
１
年
間
（
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
）

の
納
付
額
を
申
告
す
る
こ
と
で
、
税
の
控
除

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
社
会
保
険
料
控
除
を

受
け
る
た
め
に
は
、
納
め
た
こ
と
を
証
明
す

る
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
を
申
告
書
に
添
付
す
る
事
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
に
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
た
人
に
は
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ

れ
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
に
今
年

初
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
人
に

は
、平
成
29
年
２
月
上
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
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『
と
も
い
き
』～「
第
14
回
共
に
生
き
る

障
が
い
者
展
」の
開
催
～

　

障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
楽
し
め
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
！
11
月
12
日

（
土
）は
、元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
の
関
本
賢
太

郎
さ
ん
と
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
の
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
。ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
も
行
い
ま
す
。13
日（
日
）は「
大
阪

府
障
が
い
者
芸
術
・
文
化
コ
ン
テ
ス
ト
２
０

１
６
」に
花
＊
花
の
お
二
人
が
ゲ
ス
ト
出
演

し
て
、ミ
ニ
ラ
イ
ブ
を
開
催
。オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

「
響
」に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
12
日（
土
）～
13
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で
（
入
場
無
料
）

場
所　

国
際
障
害
者
交
流
セ
ン
タ
ー
（
ビ
ッ

グ
・
ア
イ
）
泉
北
高
速
鉄
道
「
泉
ケ
丘
」
駅

下
車
２
０
０
ｍ

〈
問
い
合
わ
せ
〉府
民
お
問
合
わ
せ
セ
ン
タ
ー

　

ピ
ピ
ッ
と
ラ
イ
ン

　

☎
06（
６
９
１
０
）８
０
０
１　

　

06（
６
９
１
０
）８
０
０
５

第
13
回
障
が
い
者
雇
用
推
進
フ
ォ
ー

ラ
ム
in
南
河
内

　

富
田
林
市
、
河
内
長
野
市
、
大
阪
狭
山
市
、

太
子
町
、
河
南
町
お
よ
び
千
早
赤
阪
村
と
支

援
機
関
、
事
業
所
な
ど
が
連
携
し
て
、
障
が

い
者
の
雇
用
を
地
域
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く

り
に
つ
い
て
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

11
月
28
日（
月
）
午
後
１
時
20
分
～

４
時
（
午
後
12
時
50
分
開
場
）

場
所　

大
阪
狭
山
市
文
化
会
館
Ｓ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｋ

Ａ
ホ
ー
ル　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
他

内
容

•
�

基
調
講
演
「
挫
折
を
乗
り
越
え
、
自
分
ら

し
く
明
日
に
向
か
う
（
仮
題
）」

　

講
師　

中
岡　

皓
大　
氏　

Ｃ
Ｐ
サ
ッ
カ
ー

　

日
本
代
表
（
河
内
長
野
市
在
住
）

　

飯
田　

聡　
氏
（
長
野
Ｆ
Ｃ
コ
ー
チ
）

•
�

講
演　

障
害
者
雇
用
施
策
や
現
状
に
つ
い

て
（
講
師
未
定
）

•
�

セ
ミ
ナ
ー　

就
活
リ
ク
ル
ー
ト
教
室
お
よ

び
就
活
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
教
室
（
予
定
）

•

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
作
品
展
な
ど

費
用　

無
料
（
イ
ベ
ン
ト
参
加
希
望
者
は
事

前
申
し
込
み
必
要
）

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
南
河
内
南
障

　

害
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
�
６
０
９
３　

�
６
０
９
５

「
出
張
年
金
相
談
」
の
開
設

•
�

大
学
、
高
校
な
ど
の
教
育
機
関
や
事
業
所

な
ど
へ
出
向
い
て
の
年
金
セ
ミ
ナ
ー
や
年

金
制
度
説
明
会
の
開
催

•

年
金
委
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
の
開
催

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

　

千
早
赤
阪
村
制
施
行
60
周
年
記
念
事

業
の
一
環
と
し
て
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

出
場
者
の
募
集
は
締
め
切
り
ま
し
た

が
、
大
会
当
日
は
、
み
な
さ
ん
の
観
覧

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、

各
地
区
老
人
憩
い
の
家
な
ど
に
掲
示
し

て
い
る
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
５
日（
土
）

午
後
０
時
30
分
～
５
時
（
開
場
正
午
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
（
大
ホ
ー
ル
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

村
制
60
周
年
記
念
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

実
行
委
員
会　

代
表　

津
田
義
光

　

☎
�
７
１
６
５

60
周
年
記
念
事
業
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　

購
入
後
３
週
間
で
プ
リ
ン
タ
ー
の
電
源

が
入
ら
な
く
な
り
、
メ
ー
カ
ー
に
問
い
合

わ
せ
て
修
理
に
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
際
「
保
証
期
間
内
で
修
理
は
無
料
だ

が
、メ
ー
カ
ー
へ
の
送
料
は
消
費
者
負
担
」

と
言
わ
れ
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に
非
が
あ
る

わ
け
で
も
な
い
の
に
、
送
料
を
負
担
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

家
電
製
品
な
ど
の
メ
ー
カ
ー
が
一
定
期

間
内
に
起
こ
っ
た
故
障
な
ど
に
つ
い
て
無

料
で
修
理
す
る
旨
を
示
す
「
保
証
期
間
」

は
、
メ
ー
カ
ー
が
自
主
的
に
定
め
た
サ
ー

ビ
ス
で
す
。
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
対
応
に

違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
送
付
修
理
で
は
送

料
の
う
ち
片
道
分
を
消
費
者
負
担
に
し
て

い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
。

　

送
料
を
ど
ち
ら
が
負
担
す
る
か
に
つ
い

て
は
決
ま
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
場

合
、
メ
ー
カ
ー
は
製
品
に
「
保
証
書
」
を

同ど
う
こ
ん梱
し
、
一
定
期
間
内
に
通
常
の
利
用
に

よ
っ
て
故
障
な
ど
が
起
き
た
場
合
に
は
無

料
で
修
理
す
る
旨
を
表
示
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
場
合
の
「
無
料
」
の
範
囲
は
、
修

理
そ
の
も
の
に
限
定
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。
送
付
に
よ
っ
て
修
理
を
依

頼
す
る
場
合
の
送
料
に
つ
い
て
、
メ
ー

カ
ー
で
は
、
消
費
者
と
メ
ー
カ
ー
で
片
道

分
ず
つ
送
料
を
負
担
す
る
よ
う
定
め
て
い

る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
中
に
は
全

国
一
律
の
負
担
額
で
の
引
取
修
理
も
行
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
や
、
高
額
な
商
品
に
つ
い

て
は
往
復
の
送
料
を
メ
ー
カ
ー
が
負
担
し

て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

店
舗
や
メ
ー
カ
ー
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

へ
の
持
ち
込
み
修
理
で
あ
れ
ば
そ
こ
ま
で

の
送
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、
メ
ー
カ
ー

に
製
品
を
送
付
し
て
修
理
を
求
め
る
場
合

に
は
、
製
品
の
取
扱
説
明
書
や
保
証
書
、

メ
ー
カ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
送
料
の
負

担
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※�

富
田
林
市
・
太
子
町
・
河
南
町
・
千
早

赤
阪
村
の
消
費
者
相
談
は「
富
田
林
市

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」で
行
っ
て
い
ま
す
。

開
所
日
時　

月
～
金
曜
日

午
前
９
時
～
正
午
、午
後
１
時
～
４
時（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

場
所　

富
田
林
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
奥

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
１
８
６
）

消
費
生
活
ひ
と
こ
と
ア
ド
バ
イ
ス
�
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自
衛
官
等
募
集

○
高
等
工
科
学
校
生
徒

高
校
同
等
教
育

•

修
学
年
限
３
年
、
高
卒
資
格
取
得

特
別
職
国
家
公
務
員
の
身
分
と
待
遇

•

年
２
回
の
期
末
勤
勉
手
当

•
�

週
休
２
日
制
、祝
日
、年
末
年
始
休
暇
な
ど

•
�

被
服
類
、
寝
具
、
食
事
、
宿
舎
費
は
無
料

「
学
び
」
が
仕
事

•
�

中
堅
技
術
者
育
成
、将
来
の
幹
部
自
衛
官
へ

応
募
資
格

日
本
国
籍
を
有
す
る
中
卒
（
見
込
含
）
17
歳

未
満
の
男
子

受
付
期
間

•

推
薦　

11
月
１
日（
火
）～
12
月
２
日（
金
）

•
�

一
般　

11
月
１
日（
火
）～
平
成
29
年
１
月

６
日（
金
）

試
験
日

•
�

推
薦　

平
成
29
年
１
月
７
日（
土
）～
９
日

（
祝
）の
い
ず
れ
か
１
日

•

一
般　

平
成
29
年
１
月
21
日（
土
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
自
衛
隊
大
阪
地
方
協
力
本
部

　

富
田
林
地
域
事
務
所　

　

☎
㉔
３
７
９
９　

㉔
３
９
９
９

•
�

貸
金
、
賃
貸
借
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
、
サ
ラ
金

な
ど
の
民
事
紛
争
に
関
す
る
こ
と

•
�

離
婚
、
離
縁
な
ど
の
身
分
関
係
に
関
す
る

こ
と

•
�

高
齢
者
、障
が
い
者
な
ど
の
財
産
管
理（
成

年
後
見
）
に
関
す
る
こ
と

※�

事
前
予
約
は
不
要
で
す
。
当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
混
雑
時

に
は
順
番
を
待
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•

大
阪
青
年
司
法
書
士
会　

☎
�
４
９
４
５

•

総
務
課

介
護
就
職
デ
イ
２
０
１
６

　

介
護
関
係
事
業
所
の
面
接
会
と
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

参
加
事
業
所
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長

野
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

11
月
17
日（
木
）・
18
日（
金
）

　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

場
所　

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野
２
階
大
会

議
室
（
河
内
長
野
市
昭
栄
町
７-

２
）

※
当
日
は
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
河
内
長
野

　

☎
�
３
０
８
１

　

�http://osaka- hellow
ork.jsite.m

hlw
.

go.jp/list/nagano.htm
l

　

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
協
議
会
で
は
、
今
な
お
残
る

歴
史
を
テ
ー
マ
に
、
古
墳
、
社
寺
、
文

化
遺
産
な
ど
を
訪
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程　

12
月
４
日（
日
）

※
雨
天
決
行
（
荒
天
中
止
）

受
付　

峰
塚
公
園
（
近
鉄
古
市
駅
下
車

西
出
口
徒
歩
約
20
分
）
午
前
９
時
30
分

～
10
時

※
事
前
申
し
込
み
不
要

費
用　

無
料　

※
拝
観
料
な
ど
は
自
己
負
担

コ
ー
ス　

近
鉄
古
市
駅
→
峰
塚
公
園

（
集
合
・
ス
タ
ー
ト
）
→
峯
ヶ
塚
古
墳

→
清
寧
天
皇
陵
古
墳
→
巡
礼
街
道
→
日

吉
神
社
→
羽
曳
が
丘
神
社
→
道
の
駅
し

ら
と
り
の
郷
・
羽
曳
野
→
さ
つ
き
野
公

園
→
菅
生
神
社
→
狭
山
池
（
ゴ
ー
ル
）

→
狭
山
池
博
物
館
→
南
海
高
野
線
・
大

阪
狭
山
市
駅

•
�

参
加
賞　

参
加
者
の
中
か
ら
抽
選
で

プ
レ
ゼ
ン
ト

•
�

完
歩
賞　

シ
リ
ー
ズ
全
３
回
を
完
歩

し
た
人
全
員
に
商
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

�

華
や
い
で
大
阪
・
南
河
内
観
光
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
協
議
会
事
務
局
（
羽
曳
野

市
生
活
環
境
部
観
光
課
内
）

　

☎
０
７
２（
９
５
８
）１
１
１
１

　
（
内
線
２
７
４
４
）

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で
は
「
女
性
の

人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
、
女
性
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
気
軽
に

お
電
話
く
だ
さ
い
。

☎
０
５
７
０（
０ゼ
ロ
ナ
ナ
ゼ
ロ
の
ハ
ー
ト
ラ
イ
ン

７
０
）８
１
０

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守

日
時　

11
月
14
日（
月
）～
20
日（
日
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

　
　
　

11
月
19
日（
土
）・
20
日（
日
）

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
法
務
局
人
権
擁
護
部

　

☎
06（
６
９
４
２
）９
４
９
６

「
司
法
書
士
に
よ
る
巡
回
無
料

法
律
相
談
」
開
催

　

大
阪
青
年
司
法
書
士
会
と
近
畿
司
法
書
士

会
連
合
会
の
共
催
に
よ
り
、
司
法
書
士
に
よ

る
巡
回
無
料
法
律
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

11
月
23
日（
祝
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
（
予
約
不
要
）

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル　

２
階
会
議
室�

相
談
で
き
る
内
容

•
�

相
続
に
よ
る
名
義
変
更
な
ど
の
不
動
産
登

記
手
続

み
な
み
か
わ
ち
歴
史
ウ
ォ
ー
ク

第
２
回
「
巡
礼
街
道
か
ら
築
造

１
４
０
０
年
の
狭
山
池
を
歩
く
」
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「
み
な･

さ
ん
マ
ル
シ
ェ
」
を

開
催
し
ま
す
！

　

南
河
内
の
農
産
物
直
売
所
で
組
織
す
る

「
南
河
内
産
直
ネ
ッ
ト
（
み･

な･

さ･

ん

ネ
ッ
ト
）」
で
は
、
各
直
売
所
が
新
鮮
な
野

菜
や
果
物
な
ど
の
農
産
物
を
販
売
す
る
ほ
か
、

様
々
な
大
阪
産
（
も
ん
）
の
加
工
品
を
販
売

す
る
「
み
な
・
さ
ん
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
は
直
売
所
と
移
動
販
売
車
と

の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
「
参
加
直
売
所
の
農
産
物

を
使
っ
た
移
動
販
売
車
に
よ
る
飲
食
の
提

供
」
も
あ
り
ま
す
。

　

大
阪
産
（
も
ん
）
が
堪
能
で
き
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
、
皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
！

日
時　

11
月
19
日（
土
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時　

雨
天
中
止
（
小
雨
決
行
）

場
所　

さ
や
か
公
園　
（
大
阪
狭
山
市
狭
山

２
丁
目
９
７
４-

６
）

共
催　

南
河
内
産
直
ネ
ッ
ト
、truck- sisters ,

大
阪
府
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

そ
の
他　

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
オ
ア
シ
ス
・
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
た
め
池

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
同
時
開
催
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
南
河
内
農
と
緑
の

　

総
合
事
務
所　

農
の
普
及
課

　

☎
㉕
１
１
３
１
（
内
線
２
７
０
）

富
田
林
税
務
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

　

11
月
11
日（
金
）～
17
日（
木
）は
税
を
考
え

る
週
間
で
す
。

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
「
く
ら
し
を

支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
設
ペ
ー
ジ

を
設
け
、
国
税
庁
の
各
種
取
り
組
み
に
つ
い

て
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ

い
。（「
国
税
庁
」
で
検
索
。）

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　

11
月
の
無
料
税
務
相
談
は
18
日（
金
）の
午

後
１
時
～
４
時
に
、
保
健
セ
ン
タ
ー
相
談
室

で
行
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
近
畿
税
理
士
会
富
田
林
支

　

部
事
務
局
☎
㉕
６
２
５
０

（
月
～
金
曜
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
）

年
末
調
整
説
明
会

　

給
与
支
払
者
（
事
業
主
）
を
対
象
に
「
年

末
調
整
」
お
よ
び
「
給
与
支
払
報
告
書
の
作

成
要
領
」
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。
年
末
調
整
関
係
資
料
は
11
月
上
旬
に
発

送
し
ま
す
の
で
、
説
明
会
当
日
に
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時　

11
月
29
日（
火
）
午
後
２
時
～

場
所　

す
ば
る
ホ
ー
ル　

大
ホ
ー
ル

※�

駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、電
車
・

バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
税
務
署

　

☎
㉕
３
２
８
１

12月１日は「世界エイズデー」です
「知っていても、分かっていても
AIDS　IS　NOT　OVER」

　ＨＩＶ／エイズは、終わっていません。一人ひと
りが正しい知識を得て、さらにＨＩＶ感染予防のた
めの行動をとることが大切です。
　保健所では、無料・匿名でＨＩＶ・梅毒・クラミ
ジア検査を受けることができます。

〈問い合わせ〉富田林保健所　感染症チーム　☎㉓2683

毎月第１・第３水曜日（祝日除く）　
午後１時30分～２時30分受付　予約不要

平成28年度【第２期分】の納期限は、11月30日（水）です。
期限内に納付して頂きますよう、よろしくお願いします。

＊�第２期分の納付書が見当たらない場合は、最寄りの府税事務所へお
問い合わせ下さい。（口座振替をご利用いただいている場合は、納
付書は送付していません。）
＊�年間の税額が１万円以下の場合は、第２期分の納付書はありません。
＊�個人事業税の納付用紙のうち、コンビニエンスストア収納用のバー
コードが印刷されたもの（30万円以下のもの）については、以下の
全国のコンビニエンスストアで納めることができます。

＊�納付には、便利で安心・安全な口座振替制度をご利用ください。
＊お問い合わせ先
　大阪府南河内府税事務所　☎0721-25-1131
　府税ホームページ

　８月に個人事業税の納税通知書に同封してお送りさせていた
だきました第２期分の納付書にて納期限までにお納めください。

サークルＫ、サンクス、セブン -イレブン、デイリーヤマザキ、ニューヤマザキ
デイリーストア、ファミリーマート、ミニストップ、ヤマザキスペシャルパート
ナーショップ、ヤマザキデイリーストアー、ローソン

（五十音順）（平成28年４月現在）

府税あらかると 検索
⬆

大阪府広報担当
副知事もずやん

⃝ 個 人 事 業 税  ⃝

23



第
33
回
富
田
林
商
工
祭

日
時　

11
月
13
日（
日
）
午
前
10
時
～
午
後

３
時

※
荒
天
中
止

場
所　

富
田
林
市
市
民
会
館
（
富
田
林
市
粟

ケ
池
町
２
９
６
９-
５
）

内
容　

青
果
、
管
内
事
業
所
即
売
、
南
河
内

特
産
品
販
売
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
、
う
ま
い

も
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
商
工
会

☎
㉕
１
１
０
１

若
者
就
職
応
援
フ
ェ
ア
in
南
河
内

　

就
職
に
つ
い
て
悩
み
や
疑
問
の
あ
る
15
歳

か
ら
お
お
む
ね
40
歳
代
前
半
ま
で
の
人
や
子

ど
も
の
就
職
で
悩
ん
で
い
る
保
護
者
な
ど
を

対
象
に
、
セ
ミ
ナ
ー
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、

就
職
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

11
月
24
日（
木
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

河
内
長
野
市
立
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
キ
ッ
ク
ス
）（
河
内
長
野
市
昭
栄
町
７-

１
）

内
容

①�

セ
ミ
ナ
ー
『
面
接
官
が
口
を
そ
ろ
え
て
答

え
る
「
こ
れ
だ
け
は
押
さ
え
て
ほ
し
い
」

た
っ
た
１
つ
の
ス
キ
ル
！
』（
定
員
30
人
）

午
後
１
時
15
分
～
２
時
15
分

②�

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
『
就
職
活
動
の
仲
間　

作
り
ま
せ
ん
か
？
』（
定
員
10
人
）
午
後

ト
レ
～
府
民
の
森
ち
は
や
園
地
～
伏
見
峠
～

藤
岡
家
住
宅
（
五
條
市
・
午
後
４
時
解
散
）

～
Ｊ
Ｒ
北
宇
智
駅
（
午
後
４
時
30
分
発
）

定
員　

１
０
０
人
（
中
学
生
以
上
、
要
事
前

申
し
込
み
・
先
着
順
）

費
用　

２
０
０
円
（
保
険
代
な
ど
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
雨
具
な
ど

申
込
方
法　

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記

入
し
、
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
で

受
付　

11
月
25
日（
金
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

　

�

ト
レ
ー
ル
活
性
化
実
行
委
員
会
事
務
局

（
大
阪
府
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務
所

地
域
政
策
室
）

　

☎
㉕
１
１
３
１
（
内
線
２
７
２
）

　

㉔
３
２
３
１

　

�m
inam

ikaw
achinotom

idori- g03@
sbox.pref.osaka.lg.jp

野
焼
き
・
野
積
み
・
不
法
投
棄
、し
な
い
！

さ
せ
な
い
！
許
さ
な
い
！

　

廃
棄
物
の
野
焼
き
、
崩
れ
そ
う
な
ほ
ど
に

廃
棄
物
を
積
み
上
げ
る
野
積
み
、
そ
し
て
不

法
投
棄
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
な
ど
の
未
然
防
止
・
早
期
発
見

に
は
、
日
頃
か
ら
適
正
に
土
地
の
管
理
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。
土
地
の
所
有
者
・
管

理
者
は
管
理
を
徹
底
し
、
野
積
み
や
不
法
投

棄
を
さ
れ
な
い
環
境
を
整
え
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

•
�

大
阪
府
環
境
農
林
水
産
部
循
環
型
社
会
推

進
室
産
業
廃
棄
物
指
導
課

　

☎
06（
６
２
１
０
）９
５
７
２

•

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

２
時
30
分
～
３
時
30
分

③�

個
別
就
職
相
談
会
（
１
回
50
分
・
定
員
９

組
）

対
象　

15
歳
～
お
お
む
ね
40
歳
代
前
半
ま
で

の
若
年
者
と
そ
の
保
護
者

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

11
月
７
日（
月
）か
ら
富
田
林
市
商
工
観
光
課

へ
（
先
着
順
）

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
４
８
１
）

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
参
加
も
可
。

　

ま
た
、
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
の
職
員

に
よ
る
労
働
相
談
（
予
約
不
要
、年
齢
不
問
）

も
同
時
に
開
催
し
ま
す
。
賃
金
カ
ッ
ト
、
職

場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

相
談
の
あ
る
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

金
剛
山
ダ
イ
ト
レ
・
ウ
ォ
ー
ク

　

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
る
ダ
イ
ト
レ
・
ウ

ォ
ー
ク
。
今
回
は
、
金
剛
登
山
口
か
ら
金
剛

山
の
山
頂
を
め
ざ
し
、
藤
岡
玉
骨
の
生
家
で

あ
る
藤
岡
家
住
宅
を
通
っ
て
五
條
市
の
Ｊ
Ｒ

北
宇
智
駅
へ
と
向
か
う
コ
ー
ス
（
健
脚
者
向

け
）
を
案
内
し
ま
す
。

　

葛
城
修
験
道
や
俳
人
・
藤
岡
玉
骨
の
話
を

聞
き
、
地
域
文
化
に
触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

12
月
３
日（
土
）
午
後
９
時
15
分

金
剛
登
山
口
バ
ス
停
前
集
合
・
受
付

※
雨
天
中
止

コ
ー
ス　

金
剛
登
山
口
～
転
法
輪
寺
～
ダ
イ

「
消
し
ま
し
ょ
う
　
そ
の
火
　

　
　
　
そ
の
時
　
そ
の
場
所
で
」

　

火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
を
迎
え
、

防
火
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く

た
め
11
月
９
日（
水
）～
15
日（
火
）ま
で
、

全
国
一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
富
田
林
市
消
防
本
部
で

は「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」を
目
指
し
て
、

火
災
防
止
対
策
を
重
点
に
巡
回
広
報
活

動
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
㉓
１
１
２
４

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
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空
き
缶
で
作
る
ア
ル
コ
ー
ル
ス
ト
ー
ブ

　

空
き
缶
を
工
作
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
な
ア
ル

コ
ー
ル
ス
ト
ー
ブ
を
作
り
ま
す
。

日
時　

11
月
13
日（
日
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

６
人
（
要
申
し
込
み
）

費
用　

３
０
０
０
円

持
ち
物　

マ
グ
カ
ッ
プ
（
あ
れ
ば
ク
ッ
カ
ー

か
コ
ッ
ヘ
ル
）

講
師　

中
野　

一
氏
（
ド
ル
ポ
Ｂ
Ｃ
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/�

�

木
彫
体
験「
酉
の
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
つ
く
り
」

　

干
支
に
ち
な
ん
だ
木
彫
り
は
桜
材
を
使
用

し
た
グ
リ
ッ
プ
が
鶏
の
バ
タ
ー
ナ
イ
フ
で
す
。

日
時　

11
月
27
日（
日
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

南
河
内
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

場
所　

河
内
長
野
市
立
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

（
キ
ッ
ク
ス
）
大
会
議
室
（
河
内
長
野
市
昭

栄
町
７-

１
）

対
象　

中
小
企
業
経
営
者
・
労
務
管
理
担
当

者
、
労
働
者
、
そ
の
他
関
心
の
あ
る
人

講
師　

弁
護
士　

福
岡　

寛
樹　
氏

内
容　

～
も
っ
と
よ
く
な
る
！
あ
な
た
の
職

場
～
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

受
付　

11
月
７
日（
月
）～
申
し
込
み
開
始

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
総
合

　

労
働
事
務
所
南
大
阪
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
２（
２
７
３
）６
１
０
０

薬物乱用は「ダメ。ゼッタイ。」

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ
２
階（
東
阪
１
２
３
８-

５
）

定
員　

10
人
（
要
申
し
込
み
）

費
用　

２
５
０
０
円

持
ち
物　

軍
手
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装

講
師　

橋
本　

康
彦
氏
（
木
彫
家
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

ラ
・
フ
ォ
レ
ス
タ　

☎
�
０
０
９
０

　

http://w
w
w
.sinrin.org/foresta/�

�

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

職
場
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
基
礎

的
な
知
識
や
対
応
方
法
を
お
話
し
し
ま
す
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
な
く
し
、
働
き
や
す
い
職

場
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
せ
ん
か
？

日
時　

 

12
月
９
日（
金
）
午
後
２
時
～
４
時

30
分

　10月～11月は麻薬・覚醒剤乱用防止運動月間です。
　危険ドラッグや大麻・覚醒剤等の違法な薬物は買わない、使わない、かかわらない。
　違法な薬物は、「簡単にやせられる薬があるよ。」「気分が楽になるよいものがある
よ。」とあたかも安全で一般的なことであるかのような顔をして近づいてきます。
　また、大麻には依存性がないという誤解から繰り返し乱用する例が見られますが、
慢性的な摂取は精神に障害を及ぼす危険な薬物です。決して近づかないようにしま
しょう。

〈問い合わせ〉藤井寺保健所薬事課　☎072（952）6165

　

８
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
公
共
交
通
実

証
運
行
は
、
11
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
最

終
運
行
日
は
11
月
30
日（
水
）で
す
。

　

11
月
と
12
月
に
は
、
実
証
運
行
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

回
収
ボ
ッ
ク
ス
は
運
行
車
両
や
役
場
な

ど
に
設
置
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

今
後
は
、
地
域
公
共
交
通
協
議
会
で
実

証
運
行
や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
検
証
し
、

よ
り
よ
い
公
共
交
通
維
持
・
確
保
に
向
け

て
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

な
お
実
証
運
行
期
間
中
、
休
止
し
て
い

た
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
送
迎
事
業
」
は
再

開
さ
れ
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
村
社
会
福

祉
協
議
会
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
地
域
戦
略
室

「ダメ。ゼッタイ。君」

公
共
交
通
実
証
運
行
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防犯功労者に感謝状
　10月１日、大阪市立阿倍野区民センターで平成
28年全国地域安全運動大阪府民大会が開催されま
した。
　府民大会では、防犯功労者に感謝状が贈呈され、
村からは長年にわたり地域防犯活動に努められた
千早地区の武田嘉之さんが表彰されました。

空手道大会
　９月19日、Ｂ＆Ｇ海洋センターアリーナで村制
60周年記念第35回Ｂ＆Ｇ会長杯空手道大会兼小野
派糸東流千早赤阪村空手道大会が行われました。
千早赤阪村成績一覧
　形試合
　　一般有段の部　　　　　優　勝
　　Ｂ＆Ｇ会長賞・千早赤阪村長賞　森部　竜平
　　一般有段の部　　　　　準優勝　仙波　弘次
　　一般１～３級の部　　　準優勝　本山　亮子
　　一般４級以下の部　　　準優勝　湧田　森久
　組手試合
　　一般男子段外の部　　　優　勝　吉川　雄大
　　一般女子段外の部　　　優　勝　本山　亮子
　　一般組手の部　　　　　第３位　沼田伸之介

　100歳の誕生日を迎えられた、西村たづ子さん
（大正５年10月７日生）、段松ふみさん（大正５年
10月８日生）を松本村長が訪問し、ご長寿のお祝
いを贈呈しました。

大阪府スポーツ推進委員
協議会功労者表彰

　９月３日、大阪府立男女共同参画・青少年セン
ターで大阪府スポーツ推進委員協議会研修会およ
び功労者表彰式が行われ、瀬戸葉子さんが功労者
表彰を受賞されました。長年、スポーツ推進委員
協議会の発展に尽力された功績によるものです。
　また、研修会では、村スポーツ推進委員協議会
の安尾委員による事例発表も行われました。

● 全国地域安全運動府民大会 ●

100歳おめでとうございます
● ご長寿訪問 ●

▲段松ふみさん
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・近況は・・・
　大阪南医療センター附属大阪南看護学校に
通っています。
・趣味は・・・
　音楽を聴くことです。
　また、野外フェスに行きたいです。
・夢は・・・
　看護師になることです。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　幼なじみ３人でご飯を食べに行きました。
久しぶりに会って楽しかったです。
・思い出のアルバムから・・・

・千早赤阪村について・・・
　棚田から見る夕日がとても綺麗で大好きです。
　村の良い所をもっと多くの人に知ってもらい
たいです。
・次号は・・・
　中学校の同級生の日下　滉太さんです。
・日下さんへメッセージを・・・
　吹奏楽部メンバーで集まってご飯でも行きま
しょう！！

小吹台　 住  野 　 真  紀 さん
＜20歳　かに座＞

MakiSumino…

鉄道関係近畿運輸局長
表彰受賞

　金剛山ロープウェイは、昭和41年４月17日開通以来50
年５か月の間、責任事故が皆無で運転保安業務に優秀な
成績であったと表彰されました。今後とも安全運転保安
業務に努めてまいります。

中津原　いせき　よしはる　くん
（　井　関　義　晴　）

　　　　　　　　　　　　　　平成27年４月17日生まれ

乗り物大好き！
元気にスクスク大きくなあれ！

　父・弘明さん　母・由美さん

２歳の時、みかん
狩りに行ったと
きの写真です。

300
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

健　

診

4 か月児健康診査
11月16日㈬

午後1時
～1時10分 平成28年６・７月生

1 歳 児 健 康 診 査 午後1時15分
～1時25分 平成27年10・11月生

広　

場

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

11月7日・14日・
21日・28日・
12月5日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・遊び・相談） 11月21日㈪ 午前10時

～11時30分
0～1歳頃までの乳
幼児と保護者

相　
　

談

無料 弁護士相談・
保健師こころの相談 11月11日㈮

午後２時～
（要予約、１人30分程度）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人
（同日に身体やこころ
の相談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） 11月22日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個別健康栄養相談 11月25日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を改
善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙
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も え る ご み
（火・金曜日）

11月１日（火）・
４日（金）・８日（火）
11日（金）・15日（火）
18日（金）・22日（火）
25日（金）・29日（火）
12月２日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

11月２日（水）
12月７日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

11月10日（木）
　　24日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） 11月17日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） 11月23日（水）

各地区ミゼット車 11月17日（木）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 11月29日（火）予定

千早、東阪、中津原 11月30日（水）予定

心配ごと 11・12月はありません

児　　童 11・12月はありません

行　　政 11月10日（木）
12月１日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081
（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権課☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,526人（－３）
　男　　2,622人（－５）
　女　　2,904人（＋２）
世帯数　2,356戸（＋１）

９月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時30分
観光・産業振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時〜午後５時30分
教育委員会事務局教育課

健康診査＆相談など


